
　世の中を見渡してみると、言葉にして伝えなければならない場面が、一昔前か

らでは考えられないくらいに増えたように感じます。ブログなど自分の考えや思いを

まとめるシーンのみならず、チャットアプリ等で日常連絡や自分のカジュアルな感情を

送信するシーンまで含めると、私たちは日々話し言葉に加え、「書き」言葉とも長時

間向き合っていることになります。果たしてその時、私たちはきちんと自分の伝えた

いことを、どのくらい表すことができているのでしょうか。編集部内で議論をした際も、

「ついつい無意識に、『それはやばい』など、抽象的で耳障りのいい言葉を使って

しまう」といった声が挙がりました。しかし、言葉にするとは、本来自分の内なる声

と向き合う作業だとしたら、日々 の言葉の使い方が、自分の気持ちや自分自身を理

解したり、あるいはありたい方向性に少しずつでも思いを向けられる機会になるの

でないかと考えました。言語化の技術やノウハウの話ではなく、その手前にある言

葉にする前のもやもやとした部分に向き合ってみたい。その積み重ねが、「私にしか

言えない言葉」につながっていくとしたら。ぜひ、誌面探索をお楽しみください。
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Question

学校生活において、
「言葉にする力」を育てることで

どんな効果が期待できる？

ɾจʗদҪେॿߏ

先生方が思う
「言葉にすること」の

意義と課題は？
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　先生方のご回答からは、自分の思いや考えを言葉にすることの

重要性を感じつつ、時代の変化や周囲との関係性から「言葉にで

きない生徒や、表に出せない生徒が多い」と懸念されていることが

うかがえました。また、言葉にする力を自分も高めたい、という声が

どの世代の先生からも上がっていました。

　では私たちは言葉にする力をどうすれば育めるのでしょう。それ

によって、先生方が挙げられたより深い思考や自己理解などが進

むと、その先にどんな未来が待っているのでしょう？

ʰΩϟϦΞΨΠμϯε ಡɦऀΞϯέʔτΑΓൈਮ

Q「言葉にすること」に関して、
感じている課題やお悩みは

ありますか？
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言葉は、かたちのないものに意味を与えます。それを誰かに届ける手段にもなります。
「言葉にすること」を大切にしてきた４組の方々に、言葉に寄せる思いを聞きました。

interview

͕ͪͨࢲ
ʮݴ༿ʹ͢Δ ͱ͜ʯΛ

͋ Β͖Ίͳ͍ཧ༝
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えるという行為は、言葉があってこそできることであり、自分の中

に言葉を見つけていく作業でもあります。私にとって何かについて

考えることは日常化していて、「書く」ことで言葉を吐き出し、頭の

中を整理整頓してきました。一方、書くのは難しいという人もいます。そういう

声を聞いて、「話す」でもいいよね、「聞く人」がいたら話せるよね、じゃあ私が

ߟ
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聞く人になろう…と始めたのが「マンツーマン雑談」です。

　雑談をするとき、相手には好きなように話してもらいます。過去のエピソード

でもとりとめのない話でもなんでも、とにかくワーっと出してもらいます。私は、

質問などはしますが、ジャッジやアドバイスはしません。そして、出てきたもの

を一緒に見ていきます。これとこれは似てるね、矛盾してるね…などと分類し

つつ整理していくと、相手には「私ってこんなこと考えていたんだ」という気づ

きがあります。言葉を口に出してみて初めて、自分の中にぼんやりとあったもの

のかたちが見えてくるのです。

　出した言葉が「なんか違う」というときもあります。そんなときも、雑談をしな

がらポロポロと出てきた言葉から、しっくりとくる言葉を一緒に探していきます。

大事なのが、自分の中から言葉を取り出すこと。借り物の言葉は薄っぺらい

ですし、実態と言葉との間にズレがあることは、危ういことでもあります。言葉

の力は強く、私たちの思考や言動は、時に言葉に引っ張られてしまうことがあ

るからです。例えば、「私は～になりたい」と安易に言葉にしたがために、本

心はそうではないのに、それが自分の本意のように思えることがあります。

　学校や社会では、どう評価されるかを気にしたり、無意識のうちに相手の

望みを汲み取って、「自分が言いたいこと」ではなく「相手が自分に言ってほし

いこと」を言ったりしがちです。自分の言葉が本当に自分の中から出てきたも

のかに意識を向け、ぜひ、肩肘張らずにできる雑談を通して、自分の中の言

葉を探してみてほしいと思います。

0101
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葉には、未来を拓く力があります。例えば、『プレバト!!』は、夏井

いつき先生が芸能人の俳句をバシバシと添削するところに面白み

がありますが、番組の開始当初は、芸能人の才能アリ・ナシのラ

ンキングショーにもっと重きを置いていました。その後気づいたのが、視聴者

が見たいのは添削前後のギャップだということ。そこで浮かんだのが、「知のビ

フォア・アフター」という言葉でした。これが『プレバト!!』のコアアイデアが言語

化できた瞬間で、企画選定の基準になりました。番組の総合演出を担当する

私は、どんな番組を作りたいのかをスタッフたちに向けてシンプルな言葉で提

ݴ
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示しなければなりません。明確な言葉を手に入れたことで、番組の方向性が

定まり、視聴率１位をキープし続けられるようになりました。

　一方で、言葉には限界もあります。私は普段から「言葉ではすべては伝わ

らない」という前提でコミュニケーションを取っています。伝えたいイメージを１０

０％言語化することも、1から１００まで完璧に相手に伝えることも不可能で、「正

確に伝わっている」というのは思い込みであり、ある意味で傲慢だと思うんで

す。言葉では１００％伝わらないという前提に立ったとき、目指すといいのが「ほ

ぼ共感」です。映像が脳内で再生されるような具体例やあるあるを交えて伝

えれば、互いがイメージしている情景が完全には一致せずとも、相手の認識

はほぼ許容範囲内に収まることが多いんです。特に言語化しづらいニュアン

ス論が飛び交う制作現場では、「ほぼ共感」を心がけたほうが話し合いやコミ

ュニケーションがスムーズに進みます。

 「ほぼ共感」の力を実感したのも、『プレバト!!』で俳句に出会ってからです。た

った十七音しかない俳句では、楽しい、悲しいといった感情を言葉にせず、

美辞麗句も使わない。情景描写に徹します。具体的にイメージできる映像と

季語を取り合わせることで、読み手の五感や過去の思い出を刺激して、４Ｋテ

レビをも凌駕する情景を伝えるのです。十七音でも情景を伝えられるのですか

ら、普段の対話や文章ならきっと可能なはずですよね。そもそも言葉にするこ

とに正解はないはず。完璧を目指しすぎず、「相手とイメージを擦り合わせてい

こう」程度の気持ちで臨むことが大切だと思っています。

　研ぎ澄ませば思考に軸ができる

し、新たなものも生み出せる。でも、

すべてを表現できるわけではない。

この言葉の強さともろさを認識する

ことで、言葉とうまく向き合えるの

ではないでしょうか。
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葉にすることは、認識すること。私はそう考えています。「自分の

中に何かありそうだな」とモヤっとしたら、とにかく書いたり話したり

して吐き出す。そこで出てきた言葉を丁寧に深掘ることで、「ああ、

自分ってこういうことを思っていたんだ」と認識できる。そうやって内面的な思

考や感情を言語化・深化することで、物事を見る視点や価値観を自分のもの

にしてきた感覚があります。

　振り返ると、幼いころからノートにあれこれと書くのが好きでした。レシピや

面白かった本のリストが、いつしか「人生で大事にしたい10箇条」のような内

ݴ
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ࣥච͠ ͨจষʮ͜ͷׂΕͬͨ ੈքͷย۱ͰʯΛ͖ ͔ͬ ͚ʹΛूΊΔɻ202�ळʹΞϝϦΧͷΣϧζϦʔɾΧϨοδʹਐֶɻࡏݱֶ͠ٳ ɺֶ ੜاը
νʔϜͷҰһͱ͠ ͯɺ౦ߴژɾ ԁࣉͷમ౬ʮখਿ౬ʯͰಇ͍͍ͯΔɻ

ʮ͜ͷׂΕͬͨ ੈքͷย۱Ͱʯ IUUQT���OoUF.DoN�@@DBSQFEJFN@@@�O�OCB��FC�008�B

༿ʹ͢Δͱɺࣗݴ ͷྠֲ͕ͯ͑͘ݟ Δɻ
ਂ ۷͘ΓԼ͛ͨઌʹɺ͍͕͍͑ͨ͋ࢥΔ0303

Reason

山
邊
鈴
さ
ん

�

2023 OCT. Vol.448



面的なものになっていって。自分の思考を整理するために言葉を書き連ねた

「自己分析ノート」は、40～50冊ほどになります。

　自分の考えていること、感じていることを、どこかの誰かに伝えたい、誰か

にわかってほしい、そして、それに対するフィードバックが欲しい。そう考える

ようになり、中学2年生の時にツイッター（現・Ｘ）を始めました。自分の中だけ

で完結していた自己分析ノートとは違う、新しい表現の場を求めたのだと思い

ます。当時は、将来の自分や社会に対する考えを、直接周りに共有すること

に抵抗がありました。言ってもわかってもらえないという諦めに近い思いを抱え

る一方で、自分の言葉をわかってくれる人がどこかにいるはずだという期待も

あって。ツイッター上では自由になれたというか、自分が本当に言いたいことを

発信することができ、あるがままの自分でいられました。

　高校3年生の時にＷＥＢで公開した「この割れ切った世界の片隅で」という

文章が、誰かに読んでほしいと願って書いた、初めての長文です。社会の

分断の根っこにある「その存在にさえ気づかないこと」について書いたもので、

大きな反響がありました。身近な友達に伝えても伝えても伝わり切らないもどか

しさを抱えていた私にとって、「誰かの心に響いた、わかってもらえた」という確

かな手応えを感じられたことは、大きな喜びでした。

　今、私は、東京・高円寺の銭湯「小杉湯」で働いています。初めて訪れ

た時に、心から信頼できる場所だと大好きになってしまって。小杉湯を誰かの

大切な場所にするお手伝いがしたい、小杉湯のことが好きな方がより信頼でき

る場にしたい。そんな思いで、記事や環境整備のポップを手がけています。

私にとって言葉は、どこかの誰か

の意識や行動を変えたり、心を動

かしたりするための手段でもありま

す。自分の言葉で、社会をほん

の少しでも良くしたい。それが今

の私のＷILLです。

0303
Reason

ᬑࢁ Μ͕͞ॳΊͯখਿ౬Λ๚ΕͨࡍʹҰࠍΕ͠ ͱ͍ͨ ϝ͏Π
ΫΧϯλʔͷϙοϓɻʮখਿ౬ɺ͓ ٬ Μ͞ҰਓͻͱΓͷ ͱ͜
͕ɺۙ ͗͢ ͣԕ͗͢ ͣઈົͳڑͰͯ͑ݟ ͍Δʯͱ͍ݴ·͢ ɻ
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͓͖͋ ɾ͠ Μ ɾ͍Έ͋͜ ˔20��ʹಸྑݝ౦٢ଜʹҠॅ͠ ɺࣗ ͷҰ෦Λʮਓจࢲܥઃਤॻؗ-VDIB -JCSoʢϧνϟɾϦϒϩʣʯͱ͠ ͯ։์͢Δɻωοτϥδ
Φͷ৴ɺߨԋɺࣥ චͳͲͷ׆ಈΛ௨͠ ͯɺࢿຊओٛࣾձͷ๊ Δ͑ॾ՝ʹର͠ ͯɺೋ߲ରཱͰͳ͘ ʮ͖ߦདྷ͢Δʯ͋ ΓํΛૌ Δ͑ɻஶॻʹh ൴؛ͷਤॻؗʕ
΅͘ ͨͪ ͷʮҠॅʯͷ͔ͨͪ ʢɦ༦ॻʣɺhखͮ͘ ΓͷΞδʔϧ ʮணͷʯͷੜ·ΕΔͱ͜ ΖʢɦথจࣾʣͳͲɻ
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Reason

は言葉を使って思考し、対話をします。発想も感情も、言葉がある

ことで生まれます。人の内面と言葉は表裏一体で、言葉が豊かで

あれば心の機微を表す術を得られ、考えや気持ちが豊かになりま

す。一方、言葉が貧しければ、思考や感情の幅も狭くなってしまいます。暴力と

いう手段に訴えてしまった人が「むしゃくしゃしてやった」と言うのを聞くと、本当は
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そのなかに、悲しさ、寂しさ、怒り、憤りなどの感情があったのではと苦しくなります。

　スピードやコスパ、タイパが重視される現代社会では、キャッチーでインスタン

トな言葉や表現が飛び交っています。「ヤバい」「ウケる」などなど…パッと聞いて

なんとなくわかった気になる言葉、共感できる言葉は、周囲との円滑なコミュニケ

ーションのために必要なこともあるので否定はしません。ただ、後から「あのとき

のあの言葉は、あれでよかったのかな」と振り返り問い直す機会をもつことが大

事だと思っています。広く速く通じる言葉は、いわば誰にでも使える言葉です。「自

分じゃない誰かでもいい」という感覚は、自尊感情の低下、さらには生きづらさに

もつながります。自分の内面と向き合い、「自分にしか発せない言葉」を絞り出す

ことは、とてもしんどいこと。それでも、自分のおなかの底から出てくる言葉をつ

かんだときの安心感、その言葉を発したときに届くべき人に届いたという喜びを得

られることで、自分らしく生きやすくなる。そんなふうに感じています。

　言葉の豊かさに触れ、自分の血肉となる言葉を見つけ出すために私たちが大

切にしているのが、本を読む時間です。映像や音は流れていきますが、本の中

の言葉は止まっていて、自分のペースで出会うことができます。読み返したり、

気になる箇所に戻ったりするなかで、文脈によって意味が変化する言葉の広がり

も感じられます。また、本は「ここではない世界」への窓であり、そういう場所が

あるという確信は、心の風通しを良くしてくれます。もう一つ、振り返る時間をも

つときにおすすめなのが、場所を変えることです。例えば、海や山などの自然の

中、人によっては古本屋など、「何かの役

に立つか」「周囲からどう見られるか」とい

う視点とは切り離された場所に身を置くこ

とで、自分のあるがままの内面が見えやす

くなります。誰かのそんな場所になりたい

と、私たちは読んできた本と住んでいる場

所を「ルチャ・リブロ」として開いています。

ぜひ、言葉の豊かさ、自分らしさを取り戻

せるような方法や場所を見つけてください。
ຊͱͷग़ձ͍ΛٻΊΔਓɺ੨ Μ͞࠺ʹձ͍ʹ͘ Δਓͳ
Ͳɺ-VDIB -JCSoΛ๚ΕΔਓͷత͞ ·͟ ·ɻτʔΫΠϕϯτ
ͳͲ։͠࠵ ͍ͯ·͢ ɻ
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　ＳＮＳでは、スタンプや絵文字でやりとりをするのが当

たり前の昨今。非言語のコミュニケーションが増えた若

者世代に対して、世間では言語化力の低下を指摘す

る声もあります。しかし、はたして今の高校生は、言葉

にする力や、言葉への意識が低いのでしょうか。

　高校生は普段、どのように言葉と向き合っているのか。

言葉になる前のもやもやとした想念から、言葉を外に放

つまで、どんな意識を向けているのか。高校生の率直

な考えを聞いてみたいと考えて、小誌は、北海道上川

郡東川町で「私と言葉」を考える座談会を実施しました。

　参加してくれたのは、地域の高校生５名です。ただし、

自分の内側の声に耳を傾け、考えを語るのは難しいも

の。そこで地域の大人の方たちにもご参加いただきまし

た。大人も交えてワークや対話を行いながら、何かを

考え、理解し、言葉として表出させるまでの過程に意

識を向けてみることに。思いが言葉に結実するとき、自

分の中で何が起きているのか。高校生が思考を深めて

いく様子をレポートします。

ʮʯ͕ ༿ʹͳΔͱ͖ݴ

औࡐɾจʗ௩ాஐܙඒɹࡱӨʗ߂ਅ 

⿎େਓͷօ Μ͞ɿݪۅ·Ͳ͔ Μ͞ɺ௩ӽͪ͞ Μ͞ɺ
ௗӋࢁ ૱ Μ͞ɺ̓ Ҫૣل Μ͞ɺിాେࢻ Μ͞
ੜɿ౻୩ ངߍߴ⿎ Μ͞ɺਫᖒͳͭอ Μ͞ɺ
ാԻ Μ͞ɺླ ࠸ཾా Μ͞ɺେ্ޫ७ Μ͞

高校生と考える

ご参加
くださった方

（左から順に）
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 「言葉にすること」を考える前に、まずは参

加者全員で簡単なワークを行った。熊平美香

さんが考案したフレームワーク「認知の４点セ

ット」を使って、誰にとっても身近な季節やもの

を、私たち一人ひとりがどのように見ているの

か、言語化してみる内容だ。

　私たちは無意識のうちに、ある対象やトピッ

クについての認知（対象を知覚し、それが何

なのか判断すること）を行っている。このこと

を意識的に知るために、ワークではあるテー

マに対する自分の「意見」、意見に紐づく「経

験」、そのときの「感情」、そこから見える「価

値観」の順で、言葉にして書き出してみる。

　夏真っ盛りの時期に座談会が行われたこと

もあって、最初にとりあげたテーマは「夏」。

まずは、「夏」という言葉について、自分がど

んな意見をもっているかを考える。好きか、嫌

いか。夏が好きな人には、たいてい夏につい

てのポジティブな経験があって、楽しい・ワク

ワクした、といった感情が紐づいている。この

ようにして、自分の「夏」という言葉に対する

捉え方を俯瞰して見てみると、自分が日頃か

ら大切にしている価値観が、なんとなく浮か

び上がってくる。

　実際にやってみると、夏という言葉一つとっ

ても、異なる経験からそれぞれの価値観を築

いていることがよくわかった。夏という言葉か

同じ「夏」という言葉から
それぞれに異なる光景が見える

ࣗͷ໘ΛޠݴԽ Δ͢
ϫʔΫγϣοϓ

1
座談会の前に…
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らポジティブな経験や感情を連想した人は「友

達と一緒に過ごす時間が何より大切だ」という

価値観をもっていたり、ネガティブな経験や感

情を連想した人は「せっかくの自由な時間に、

膨大な量の宿題をするのはもったいないこと

だ」などという価値観を抱いていたりする。

　書いたものを発表し合って驚いたのは、そ

れぞれのルーツや住んでいる地域によって、

「夏」という言葉でイメージする光景がまったく

異なったことだ。京都に住んだことのある人

が、盆地ならではの厳しい暑さにさらされた

経験を語った一方で、北海道在住の人たちは

「夏とは、短くて、すぐに通りすぎてしまうもの」

と言う。その地域に昔から根付くお祭りの光

景や、身体で感じた熱が呼び起こされる、と

いう人もいる。それぞれの経験によって「夏」

という言葉がはらむ情景が、鮮やかに変わる。

 「夏」のほか「ノート」というテーマでも同じワ

ークをやってみた。自分の経験や感情は言葉

言葉の裏にあるストーリーを
解き明かしていく作業

Կ͔ΛΔɺݧܦΛৼΓฦΔɺཧղ͢Δɺֶ ͿͳͲ

ͷաఔͰɺࣗ ͕ͲͷΑ͏ ʹೝΛ͍ͯͬߦΔͷ

͔ɺՄࢹԽ͢Δͨ ΊͷϝιουͰ͢ɻࣗ ͕ ʮͭҙ

ʯΛ֬ೝ͠ݟ ɺͦ ͷҙݟͷഎܠʹ͋Δʮݧܦʯʮײ

ʯʮՁ؍ʯΛΓ͚ͯѲ͢Δ ͱ͜Ͱɺࣗ 

ͷ໘Λਂ۷Γ͠ ɺଟ໘తʹৼΓฦΔ͜ ͱ͕ Ͱ͖ Δ

Α͏ ʹͳΓ·͢ ɻ

昭和女子大学キャリアカレッジ 学院長 熊平美香さんに伺いました

ϦϑϨΫγϣϯͷతɺ͋ ΒΏΔܦ
ݧ Βֶ͔ͼɺະདྷʹ͔͢׆ ͱ͜ɻຊ
ॻͰஶऀ͕ಠࣗͰ։ൃ͠ ϑͨϨʔ
ϜϫʔΫʮೝͷ̐ ηοτʯΛجʹɺ
ϦϑϨΫγϣϯΛࣗͱνʔϜʹ͔׆
͢ํ๏͕հ Ε͍ͯ͞Δɻ

ೖಛయΦϦδφϧϑϨʔϜϫʔΫΑΓߪ˚

『リフレクション(REFLECTION) 
 自分とチームの成長を加速させる内省の技術』
熊平美香／ディスカヴァー・トゥエンティワン

【理解を深めるための１冊】

あなたの意見意見

その意見に関連する過去の経験
（知っていることも含む）経験

その経験に紐づく感情感情

そこから見えてくる、
あなたが大切にしている価値観価値観

メタ認知のメソッド　認知の４点セットとは？

˞24ϖʔδʙஶऀͷ۽ฏඒ߳ Μ͕͞ొ Ε͞Δରஊࢽ໘͋Θͤͯ͝ ཡ͘ ͩ͞ ͍ɻ
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にできても、価値観を言語化するのが難しか

った様子の高校生たち。

 「夏は夏だし、ノートはノート。どちらも生活

に溶け込んでいて、当たり前になりすぎてい

る言葉だから、改めて自分が考えていること

を言語化するのは難しかった。こうして書い

てみると、その言葉の背景がみんな違って面

白い」と語る高校生。書いたものをみんなで

共有してみると、似たような経験でも意味づ

けが異なるなど、他者と自分の認知の違いが

明らかになる。「まるで、言葉一つひとつの意

味を解き明かしていくみたいだ」と話した高校

生もいた。

ʮۙͳͷͰɺಛʹ͍ڧෆຬΛ๊͍ͨ ͱ͜ͳ͍ Β͔ɺϊʔτʹ͍ͭͯվΊͯߟ Δ͑ͷ͠ ͍ʯͱޠΔߍߴੜɻ
͔͠͠ ɺॻ͖࢝ΊΔͱ͍ Ζ͍Ζͳ͕ݧܦग़ͯ͘ Δɻ

ࠒ Β͔ɺؾʹͳΔݴ༿Λॻ͖ཹΊ͍ͯΔߍߴੜଟ͔ͬͨ ɻ

ϊʔτʹॻ͍ ͱ͖ͨ ͷʮࣗͷ͕ࣈԚ͘ ͯ൵
͍͠ʯ͔ු͍ࢥ͕ݧܦΜͩɺླ ా Μ͞ɻ͜ ͏
ͨ͠ ڹӨ͕͠ݧܦ ͍ͯΔ͔ Β͔ ɺ͋ ·Γੵۃ
త ϊʹʔτΛΘͳ͍͠ ɺԿΛॻ͚͍͍ͷ
͔Θ Β͔ͳ͍ͷ ͱ͍ͩ ɻ͏

ϊʔτʹॻ͖ग़͢ ͱ͜Λʮࣗͷؒ࣌Λ༗ҙ
ͨ͑ʹٛ ͕͠ؾ ͯɺ͠خ ͍ʯͱද͠ݱ ͨ
ാ Μ͞ɻΒͳ͍ݴ༿Λ͚ͭݟΔͱɺҙຯΛ
ௐ ϊͯʔτʹॻ͘ ͷ͕श׳ ͱͩ͠ ɺͼͬ
Γ͠จ͕ࣈॻ͔Ε ϊͨʔτΛͯͤ͘ݟ Εͨɻ

認知の４点セットで
「ノート」について思い浮かぶ経験を振り返ってみると…

ノートという存在が好き。自分が書くの
も、人のノートを読むのも。

自分の時間を有意義に使えたような気
がして、嬉しい。

汚くてもいいから興味のあることをバー
っとノートに書いて、裏面を見ると自分
の書いた文字が透けて見える。

自分の手でまとめることによって、新し
い気づきや発見を得られる。

意見

経験

感情

価値観

ノートは、あまり好きではない。

自分の字が汚いことを突きつけられて
いるみたいで、悲しい。

字が汚くて、自分が書いたものが読めな
いことがあった。

自分の苦手があらわになるようなことは
したくない、できれば避けたい。

意見

経験

感情

価値観
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　ワークでは、言葉の裏で、それぞれのもの

の見方が形成されていることについて目を向け

ることができた。ここからは日常で「言葉にす

ること」をどう捉えているか、リアルな声を聞い

てみることに。

　まず高校生たちからあがったのが、ＳＮＳで

の誹謗中傷について。「コメント欄を見ていると、

どんな発言も、捉え方次第ではネガティブに

受け取られてしまうと感じる。そのことを考える

と、自分の内側で生じた気持ちを言葉にする

こと自体をためらってしまうときがある。気持ち

を言語化することよりも、言葉に〝しすぎる〟こ

とに、むしろ気をつけているくらい」と一人の

高校生が語ると、他の高校生も「傷つけるよう

な言葉を言わないように、と敏感になると、深

く考えすぎて言葉が出てこなくなる」と共感。

　ある高校生はこう語る。「世代によってダメな

言葉が違うのが難しい。親は私が使うギャル

語のような言葉を聞いて『日本語が崩れてい

る』と指摘してくるが、親がよく言う『女の子ら

しく』という言葉は、今の時代ではもうダメだと

思う。世代によって、いい言葉、ダメな言葉

が違うので、この言葉はいいんだっけ、とい

ちいち考えてしまう」。毎日のように誰かが炎

上する時代で、言葉選びに慎重にならざるを

えない事情も見えてきた。

2
「私と言葉」を考える座談会

ʮʯΛܗͯ͠ ͍Δ͍ࢥͱɻ
ੜͷΛฉ͘ߍߴ

ＳＮＳでの誹謗中傷や炎上を見ると
言葉にすることが少し怖くなる

voice 1
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　ＳＮＳなどを通じて自分の考えをシェアする

のが当たり前な昨今だが、座談会では「あえ

て『言葉にしたくない』瞬間もある」という意見

が高校生から出る。「本当にすごいものを見た

とき『すごい』としか表現できないことがある。

推しのアイドルについて、どれだけうまい表現

や素晴らしい語彙で表現された文章を見ても

『そうじゃないんだよなあ』としっくりこない」と

話す高校生。また「すごく感動しているときは、

今、自分の気持ちを言葉にすると、気持ちが

削がれてしまう、と思う瞬間がある。言葉を

介さないで伝わってほしいと思ってしまう」とい

った声も。これに対して大人からも「気持ちを

わかち合うのは難しい。特別な気持ちは、自

分の中でとどめておきたい、と思うのも理解で

きる」と共感を得ていた。

　そもそも「言葉にできなくてもやもやする」と

感じる瞬間は、日常にどれくらいあるのだろう。

聞いてみると「それはたくさんある」と答える

参加者たち。ある高校生は「言葉にできなく

て、でも、なんとか言葉にしたいと思ってもや

もやしているのに、それを親に話すと『思春

期だからしょうがない』と言われてしまう」と発

言。思春期だから、と片付けてしまうと、余

計にもやもやするよね、とみんなでうなずき合う。

　ある高校生は「大事な意思や感情こそ、

言葉にして伝えたほうがいいと思うんだけど、

それが言葉にならない」と語る。「『ラーメン食

べに行きたいね』くらいの身近な気持ちなら言

葉にして伝えられるけれど、友達と花火をし

気持ちが削がれてしまう気がして
「今だけは言葉にしたくない」もある

voice 2

もやもやするのは、言葉にしたいから。
思春期だから、となだめないで

voice 3
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ていて『ずっとこの時間が続いたらいいのにな

あ』と漠然と思っても、それをうまく外に出して、

伝える言葉がない」と言う。

　すると、大人の中から「自分の気持ちにぴ

ったり合う言葉なんて、ないのではないか」と

意見があがる。「だいたいが『言いすぎる』か

『足りない』もので『ぴったり』合うのは難しい

よね」。ほかの大人からも「自分の考えを書く

というシチュエーションだと言葉にできるけど、

みんなの前で話すとなると、なかなか言葉に

ならないときがある。言葉にするときの状況に

よっても、もやもやする度合いは変わるのかも

しれない」と別の観点から指摘がある。こうし

た対話を通じて、「大人でも、言葉にならなく

てもやもやすることがあるんだ」「ぴったり合う

言葉が見つからないのは、私だけではない」

と感じた高校生もいたようだ。

　では、言葉にならない曖昧な気持ちが具体

的な言葉につながる瞬間は、どういうときに訪

れるのだろう？ ある高校生は、「感情の言語化

が苦手。だから、とりあえず思ったことやイラッ

としたことを、ＳＮＳの自分にしか見えないメモ

に送っておく」と話した。「あとでそのメモを見

ていると、『今日こういうことをされて嫌だと感じ

た』と気持ちが整理できて、自然と言葉になる」

と言う。

　学校で弁論部に所属している高校生は「自

分が書いた文章を、他の人に読んでもらうとき」

と語り、「他の人から別の表現のほうがいいと

指摘してもらって、初めて自分が言いたいこと

がうまく言葉になる瞬間がある。その言葉を知

っていても、自分の言いたいことと結びつかな

い、気づけないケースが多い」と話した。

　「本を読んでいて、ある言葉の意味が真に

腑に落ちると、自分でも使えるようになる」と語

った高校生もいる。「例えば『普通』という言葉

の意味はわかるけど、何が『普通』にあたる

のか、私には理解ができなかった。それが、

小説の中で『いっぱいあるから普通なんだよ』

という表現がでてきて、初めて『普通』という

言葉の意味が理解できたような気がした」

小説の中に出てきた表現で、初めて
「普通」という言葉の意味を知る

voice 4
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　言葉を学び、言葉の意味が納得できると、

自分でも使えるようになる。「教科書を読んで

いたら、何とも言葉にできない不完全燃焼感を

『やるせない』と表現していて、ああ、自分の

もっていた感情は『やるせない』だったんだ、

とつながった経験があった」と語る高校生も。

　これに大人からは「そもそもオリジナルの言

葉なんてものは存在しない。いろんな人たち

の言葉を浴びながら、自分の中に残った言葉

を駆使して、思いを表現している」と同調の

声があがる。「食べ物と排泄物の関係のように、

『入れる・出す』の循環の中で自分らしい言

葉が生成されていくのではないか」との指摘

に、聞き入る高校生。また別の大人からは「言

葉を知って、初めて捉えられるものがある」と

いう声があがった。「俳句の『山笑う』という季

語を知ってから、春の山の、草木が一斉に

若芽を吹く景色に気がつき『これが山笑う、

か！』と捉えられた。言葉を知らないと捉えら

れない感情や景色もあるのかもしれない」

　一方で、特別で思い入れの深い相手への

気持ちほど、既存の言葉とつなげると違和感

が生じるという意見も出る。そんななか「あま

りに大切で、近い存在の人のことは言葉では

表せない。ちょうどいい言葉がないから、新

しい言葉を作ろうかな」という声が。この世に

まだない、新しい言葉を作ることもできるという

観点がもち込まれる。

　確かに高校生たちの間には「新語」が飛

び交っている。「友達同士でしか使わない『新

語』が生まれたとき、この言葉でしか表現でき

ない感情を、他の人にどう伝えればいいのだ

ろう、と悩むことがある。高校生の言葉で『笑

える』の最上級の表現として『大草原』がある

が、大草原でも言い表せないくらい笑えること

を、友達と『モーリーファンタジー』と名付けた。

私たちの間ではすごく使いやすい言葉だけど、

他の人には伝わらないので、もどかしい」とい

う声も。

気持ちに合う言葉を探して
新しい言葉を作ってもいいな

voice 5

言葉はつくることができる
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　言葉は変化するもの。気持ちや感覚にしっ

くりくる新語・造語が生まれたり、言葉の誤用

がそのまま定着したりする例は多い。高校生

の話を聞いて、小さな子どもを持つ大人から

「子どもが言い間違いをすることがある。つい

正しい言葉を教えてしまうけど、本人の中で

『自分には、この響きのほうがしっくりくるんだ』

という感覚があるなら、いちいち正さなくても

いいのかな」といった問いもあがる。

　言葉にすることのためらいから始まって、

言葉にしたいけれど言葉にならない気持ち、

その「もやもや」が言葉につながる瞬間へと

思考を深めてきたが、最後に高校生から出た

のは「本来は、言葉がなくても伝えることはで

きる」という意見だった。「つい先日タイに行っ

て、さまざまな国籍の人とボランティア活動を

した。言葉が通じないもどかしさを感じたが、

一方で、小さい子どもたちのほうが、意思疎

通は上手だと気づいた。指差しやジェスチャ

ーだけで気持ちは伝えられる。言葉は、自分

の思うことや必要なことを伝えるために大事な

ものだが、同時に、言葉がなくても気持ちは

伝わるものだ」。言葉にしなければ相手に伝

わらない、ということもない。それでも、言葉

にしたいものとは。各々が思いを巡らせなが

ら会を終えた。

言葉にすることは、大切だ。
でも、言葉がなくても気持ちは伝わる

voice 6
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「言葉にしたい」と「言葉にならない」
「伝えたい」と「伝わらない」の間で

座談会を終えて

座談会の中でも自分の知らな
い言葉が飛び交っていて、面
白かった。自分の内面を語る
のにも、もっと語彙力が必要だ
なと感じました。

何気ない言葉の一つひとつに
ついて、ここまで深く考えたこ
とはありませんでした。今日、
新しい世界の扉が開いたよう
な感覚でいます。

年齢は関係なく、大人も高校
生も「わからない」「うまく伝え
られない」と言い合い、発見を
自由に伝えられる場だったの
が楽しかったです。

大人の方たちの話には、さま
ざまな言葉に触れてきた重み
がありました。そんな方たちで
も「言葉にできない」と感じるこ
とがあるんだなって。

なかなか同級生とこういう話
をする機会はないです。「正し
いかどうか」だけではない言
葉の話を聞けて、自分の中で
も気づきがありました。
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　感想を聞くと、口を揃えて「こんなふうに自由に、思うことを語り合う

場はなかなかないので、楽しかった！」と語る高校生たち。なかでも、

言葉にできなくてもやもやする気持ちに、大人が共感してくれたことが

嬉しかったようだ。

　大人との対話を通じて「間違った言葉を使うことを恐れすぎなくても

いいのではと思った。その人の表現したい気持ちに即していれば、

間違いということはない」「自分の気持ちにぴったり合う言葉なんてな

い。『言いすぎる』か『足りない』もの、という大人の方の発言が印象

に残っている。大人になってもそうなんだ、と思った」と感じた高校生

の声からは、日頃から「正しい言葉を使わなければいけない」「気持

ちを１００パーセント、言葉にして伝えなくてはいけない（伝えられるも

のだと思っている）」といったプレッシャーがあるのでは、ともうかがえる。

　本を読んでいてわからない言葉を調べたり、自分の気持ちをノート

やＳＮＳに書き留めたりしている高校生も多くいた。日々、言葉になら

ない気持ちと向き合う高校生の、自分の思いをもっと言葉にしたいとい

う気持ちが見えた。

ொॅࡏͷߍߴੜ͓Αͼ౦ߍߴʹ௨ֶ͢Δੜ

ెΛରʹɺֶ ձΛಘΒΕΔΑ͏ػҎ֎Ͱֶशߍ

ʹͱ։ઃ͞Εͨɺւಓ্܊౦ொͷެઃक़ɻ

Ҭͷେਓݱେֶੜ͕ࢣߨͱͳΓɺओཁ̑ڭ

ՊͷֶशࢦಋΛ́͏ߦ ͔ɺੜెͨͪͷੑݸΛ͔͠׆

ͨࣗओతͳֶͼਐ࿏࣮ݱͷαϙʔτΛ͍ͯͬߦ

Δɻچ౦খֶߍΛվम͠ ͨෳ߹ަྲྀࢪઃɾͤ Μͱ

ͽΎ ᶗ͋ͷࣨڭΛར༻͓ͯ͠Γɺಉ֊ʹ౦ொཱ

౦ຊߍֶޠɻ

˟0����42� ւಓ্܊౦ொொ̍ ஸ̍ ൪̍ ߸ 
౦ொෳ߹ަྲྀࢪઃͤΜͱͽΎ͋ ᶗ

公設塾「学び舎ひがしかわ」
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言葉にできないもどかしさを感じている高校生と、もっと伝わる言葉が必要だと考える先生方。
言葉にする力はどうしたら伸ばすことができるのでしょうか。

座談会（13～23ページ）での高校生の発言も踏まえ、
コミュニケーションの専門家に語り合っていただきました。
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―川合先生は、長年にわたる高校の国語

教師時代に加え、幼稚園から大学までの各

発達段階で、言葉や会話の教育実践を重ね

てこられました。また、熊平さんは幼児から

社会人までを対象に、リフレクションや対話

の普及活動に尽力されています。まずは、

座談会であがった高校生の言葉に対する本音

（下図）について思うところと、先生方ができ

るサポートについてお聞きしたいです。

川合 東川町の高校生は、「すごいものを見た

とき、すごいとしか表現できないことがある」

❶と話していましたが、言葉にはうまく表せな

いけれど、「すごい」という気持ちがあること自

体は表現できていますよね。教師はつい「語

彙が少ない」と嘆きがちですが、まずは、高

校生の漠然とした気持ち自体を受け止める。

すなわちカウンセリングでいう共感や受容が大

事だと思います。

　そのうえで、「その気持ちって、こういうこ

と？」など、一緒に確認していくといいでしょう。

仮に「そうそう。そういうことが言いたかった」

「もやもや」したときこそ
内面を深く知るチャンス

1 ຊʹ͍͢͝ͷΛݟ ͱ͖ͨ ʮ͍͢͝ʯͱ͠ ͔දݱ
Ͱ͖ ͳ͍ ͱ͕͜ Δ͋ɻਪ͠ ͷΞΠυϧʹ͍ͭͯɺͲΕͩ
͚͏ ·͍දݱૉΒ͠ ݱኮͰදޠ͍ Εͨ͞จষΛ
ݟ ͯʮͦ͏ Ό͡ͳ͍ΜͩΑͳ͋ʯͱ͠ ͬ͘ Γ͜ ͳ͍ɻ

2 ͢͝ ಈ͠ײ͘ ͍ͯΔͱ͖ ɺࠓɺࣗ ͷ࣋ؾ Λͪݴ༿
ʹ͢Δͱɺ͕ͪ࣋ؾ Ε͕ͯ͠ ·͏ ɺͱ͏ࢥ ॠ͕ؒ Δ͋ɻ
༿Λհ͞ݴ ͳ͍ͰΘͬ ͯ΄͠ ͱ͍ͯͬࢥ ·͠͏ ɻ

3 ͋·ΓʹେͰ͍ۙଘࡏͷਓͷ ͱ͜ݴ༿Ͱ
දͤͳ͍ɻͪ ΐ͏ Ͳ͍ ༿͕ͳ͍ݴ͍ Β͔ɺ৽͠ ༿ݴ͍
Λͭ͘ Ζ͏ ͱ͏ࢥ ͱ͖ ͕ Δ͋ɻ

4 ༿Ͱʮসݴੜͷߍߴ Δ͑ʯͷڃ্࠷ͷදݱͱ͠ ͯ
ʮେݪʯ͕ ͋Δ͕ɺେݪͰ͍ݴදͤͳ͍͘ Β͍
স Δ͑͜ ͱΛɺ༑ୡͱʮϞʔϦʔϑΝϯλδʔʯͱ໊
͚ͨɻͪͨࢲͷؒͰ͘͢͝ ༿ͩݴ͍͍͢ Ͳ͚ɺ
΄͔ͷਓʹΘΒͳ͍ͷͰɺͲ͔ ͍͠ɻ

5 4/4ͰͷᨱதইΛ͍ͯݟΔͱɺͲΜͳൃݴଊ
ୈͰωΨςΟϒʹड͚औΒΕͯ࣍͠ํ͑ ·͏ ͱ͡ײ
ΔɻͳͷͰɺࣗ ͷ࣋ؾ ΛͪޠݴԽ͢Δ͜ ͱΑΓɺ
͠ʹ༿ݴ ͗͢Δ͜ ͱʹ ɺΉ͠ ΖؾΛ͚͍ͭͯΔɻ

6 Խ͕ۤखɻͩޠݴͷײ Β͔ɺͱΓ͋ ͨͬࢥͣ͑ ͜
ͱΠϥοͱ͠ ͨ ͱ͜ΛɺϝϞʹه͠ ͓ͯ͘ ɻ͋ ͱͰͦ
ͷϝϞΛ͍ͯݟΔͱɺʮࠓ͜ ͏͍ ͏͜ ͱΛ͞ Εͯݏ ͱͩ
ͨ͡ײ ʯͱ͕ͪ࣋ؾཧͰ͖ ͯɺࣗ વͱݴ༿ʹͳΔɻ

7 ྫ͑ʮී௨ʯͱ͍ ༿ͷҙຯΘ͔Δ͚ݴ͏ ͲɺԿ
ʮ͕ී௨ʯʹ ͨΔͷ͔ɺࢲʹཧղ͕Ͱ͖ͳ͔ͬ

ͨɻͦ Ε͕ɺখઆͷத ʮʹ͍ͬͺ͍ Δ͔͋ Βී௨ͳΜ
ͩΑʯͱ͍ ͏ද͕ݱͰ͖ͯ ͯɺॳΊ ʮͯී௨ʯͱ͍ ݴ͏
༿ͷҙຯ͕ཧղͰ͖ ͨΑ͏ ͳ͕͠ؾ ͨɻ

8 ՊॻΛಡΜͰ͍ڭͷޠࠃ ΒͨɺԿͱݴ༿ʹͰ͖
ͳ͍ෆશ೩মײΛʮΔͤͳ͍ʯͱද͠ݱ ͍ͯͯɺ
͋͋ɺࣗ ͷ͍ͬͯͨײʮΔͤͳ͍ʯͩ ͬͨ
Μͩɺͱͭͳ͕ͬͨ ͕ͬ͋ݧܦ ͨɻ

座談会の高校生の発言より
Pick Up
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と返ってきたら、「そうか。さっきは『すごい』と

しか言ってなかったけど、そんな表現もできる

んだ。それって素敵だね」など、共感、確認、

思考の共有を、あせらず段階的にしていくこ

とが言葉を育むうえで大切ではないでしょうか。

熊平 「言葉にすると気持ちが削がれてしまう、

と思う瞬間がある」❷という感覚は、わかる気

がします。言葉にしたくないのであれば無理

にする必要はありません。ただ、もやもやした

気持ちは心の中で複数の価値観が混ざって

いる状態なので、そこを掘っていくことは自分

の内面を深く知るチャンスでもあるんです。で

すから、川合先生が言うように誰かが伴走し

たり、座談会に先立ち生徒さんが体験した

「認知の4点セット」（15ページ）などのツールを

使ってリフレクション（内省）することで、内面

世界はもっと広がると思います。

―高校生の発言のなかには、ＳＮＳの影響

や、この世代ならではの略語・造語に関する

声もありました。それをもって、言語化力が

不十分と感じる先生もいるように思います。

川合 この時期は、仲間とだけ通じ合う世界

をつくりたがるため、「親や先生には通じなくて

いい」と考えているケースも多いでしょう。仲

間内で造語が流行ったり、誰かの使った言

い回しが伝播していくことから広がる言葉の

世界もあります。「ちょうどいい言葉がないから、

新しい言葉をつくろう」❸という発言からは、

独創性や意志の強さを感じます。なかでも、

❹の「笑える」の最上級が「モーリーファンタ

ジー」とは言葉選びの感性が豊かですよね。

「日本語の乱れ」と眉を顰める人がいるかもし

れないけれど、私はそうは思いません。新し

い言葉をつくるということは、モノをしっかり捉

えている証拠だと思います。

熊平 「ＳＮＳでネガティブに受け止められる可

能性を考えると、自分の内側で生じた気持ち

を言葉にすることをためらってしまう」❺という

趣旨の発言がありました。相手が目の前にい

れば、表情や声のトーンなどから確認できるけ

れど、文字だけだと難しい。ＳＮＳ時代だから

こそ、日常生活でのコミュニケーションのレベル

を上げ、相手の多様な受け止め方に応じた言

葉の使い手になることが求められると思います。

―「気持ちを言葉にする」という点では、熊

平さんはよく、思考の前段として自分の感情

を知ることが大切だと主張されています。逆に

言えば、言葉を獲得するためには、まずは感

情を正しく認識すること、ということでしょうか？

熊平 その通りです。ですから、「イラッとしたこ

となどはメモして、あとで気持ちを整理する」

ɻޠޠੜͷ৽ߍߴΕΔ;͋ੑײ
ͬ͠ Γ͔ϞϊΛଊ͍͑ͯΔূ͠

言語化の第一歩は
感情を正しく認識すること
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❻という発言は素晴らしいと思いました。「感

情」と「思考」は別々なものと思われがちです

が、そうではないことが脳科学で言われてきま

した。感情の声を正しく聞き取ることで、自分

の考えに出会うことができるんです。そのこと

を実感したのが、川合先生とご一緒したオラ

ンダのピースフルスクール（※）の視察でした。

そこでは４歳児が、「こういうときは嬉しい。な

ぜなら…」と、状況と気持ちを言葉でつなげ

る練習をしていました。

川合 そうそう。大勢の幼児が輪になって、「今

朝、おいしい目玉焼きを食べたのでハッピー」

など、自分の感情と、その理由を言葉でしっ

かりと説明する。

熊平 すると何が起こるか。気持ちにつなげる

ことで、人は自分の考えを生き生きと述べるこ

とができるんです。例えば、幼稚園の夏祭り

の感想を園児に尋ねたところ、20人全員がそ

れぞれ違うリアルな話をしました。子どもはそ

ういう状況でほかの子と似た話をしがちなの

で、本当に驚きました。一方で私自身を振り

返ると、「今、嬉しい？」なんていちいち聞かれ

ないため、感情に言葉を添えることをしてきま

せんでした。そもそも日本の社会は、感情を

表に出すのは恥といった規範意識や、同調

圧力が強く、感情を押し殺すことが多いので

はないでしょうか。思考停止とよく言われます

が、むしろ問題なのは「感情停止」の方では

ないか、と思うほど。自分自身の言葉を発す

るためにも、こうした訓練が幼いころから必要

だと思いました。

―本来は幼児教育段階から始めるべきとい

う指摘ですが、高校教員からは、「考えている

ことを伝えられず黙り込む」「言葉遣いが単

純」「話がまとまらず長々話す」などが課題と

してあがります。どうすれば言葉の発生を促

すことができるとお考えですか？

川合 現場の苦労はわかりますが、座談会の

高校生のように、実は深く考えていることもあ

大きなことは小さく
抽象的なことは具体的に

ίϛϡχέʔγϣϯྗ͕ߴ ɺ͘૬खࣗେʹ
ͲΛҭΉͨࢠɺओମతʹղܾʹऔΓΉ͍ࢥ
Ίͷ͕ݟຬࡌɻதߴҰ؏ͷஉߍࢠʹۈΊͨ
߹ઌੜͳΒͰͷࣨڭͰͷ۩ମྫɺՈఉͰͷԠ
༻ͷํʹ͍ͭͯͷίϝϯτଟɻ

「動ける子」にする育て方
子どもの未来と教育を考える
川合 正(著)／晶文社

˞Φϥϯμੜ·Εͷ༮͚ࣇγνζϯγοϓڭҭϓϩάϥϜɻ
ରཱΛࢠͲͨͪͷྗͰղܾ͠ ͍ͯ͘ ͳͲΛҭΉɻ࢟



ります。「黙り込む」というけれど、何かが心の

奥にあるのかもしれないし、「単純な言葉」とい

うけれど、表現できないほどの思いがあるの

かも。「長 と々話す」のも、言いたいことがたく

さんあることの裏返し。プラスにリフレーミング

することが大事です。

熊平 表面的な言葉だけに注目すると、先生

方のなかにある目標に達しているかどうかで

判断してしまいがち。そうした評価モードにな

っていると、発する言葉も、先生の期待に沿

うような上辺のものになりかねませんよね。

川合 評価するのではなく、言いたいことをい

かに拾うか。例えば推しのアイドルの話題で、

「世界一好き、全部好き」など、大きくて抽象

的なことを言うわけでしょう。それを小さく、具

体的に、「どういうところが好きなの？」と聞いて

みる。すると「笑顔が素敵。いつも笑っている。

本当はつらいときもあるはずなのに」と答える

かもしれません。

熊平 川合先生が、会話で心掛けている「大

きいものは小さく。抽象的なものは具体的に。

否定的なものは肯定的に」というのは、思考

を整える一種の型ですよね。こういった型を

活用することで、先生を媒介にしなくても、自

問自答できるようになっていくものです。また、

評価や判断を挟まず、好奇心をもって聞けば

生徒も、「どうしてだっけ？」と自分に問うことが

できると思います。

―熊平さんは、自分の考えを言葉で伝える

ためには、何よりアウトプットの訓練が大切だ

とも話されています。

熊平 頭の中で考えているだけと、実際に書

いてみるのとでは解像度が変わりますし、自

分の理解レベルが俯瞰できます。さらに、書

いたものを誰かに読んでもらったり、話したり

すると反応が返ってくるため、自分の解釈の

独自性に気づくこともあります。つまり、言葉

によって思考は磨かれるし、対話によって学

習と変容は起きるんです。

　けれど残念ながら、日本の教育はこれまで

アウトプットを重視してきませんでした。教室に

おける、聞く時間と話す時間の比率を考えれ

ば明らかです。私自身、アウトプットが得意と

は言い難かった。けれど社会人になり、場数

を踏むことで次第に、伝えたいことを、伝わる

言葉にできるようになってきました。もちろん“言

語スマート〟な人ばかりではないため、絵や音

楽などで表現するのもありだと思います。

川合 自分の言葉をどのように獲得するか、と

いう点では、座談会の高校生の声の中には

多くのヒントがあると感じました。例えば、小

聞く時間より話す時間。
教室にアウトプットの機会を

͋Δɻײʹͷखલߟࢥ
༿֫ಘͷୈҰาݴͷೝࣝͦ͜ײ

28

2023 OCT. Vol.448



説や教科書に出てくる表現によって、言葉の

もつニュアンスを理解したという発言がいくつ

かありましたが❼❽、他人が使う表現を借り

ることで、情景が広がったり、自分の感情と

言葉がつながることってあります。それこそ現

代文や古文を学ぶ意味でしょう。

熊平 授業において「主体的・対話的で深い

学び」の視点が求められる今だからこそ、考

えを伝え合い、驚いたり、不思議に思ったり、

いろいろな経験に触れることで、表現する楽

しさや、誰かの表現に触れる楽しさを高校生

に体験してもらいたいです。

―最後に改めて「言葉の力を育成するこ

と」や、「思いを言語化すること」はなぜ必要

なのでしょうか？

川合 「言葉」の定義は難しいけれど、敢えて

言えば、わかり合える社会のための基本をな

すツールだと思います。相手の意見が自分と

違っていても、自分の考えは一旦横に置き、

相手の話に耳を傾ける。そのうえで非主張的

になるのでも、攻撃的になるのでもなく、言い

たいことを言いつつ歩み寄る。そのとき役立

つのが言葉なんだと思います。

熊平 同感です。オランダでは「民主的な社

会は対立を前提としている」と考えており、幼

少期からそれを乗り越えるコミュニケーション

教育がなされています。多様な人々が、それ

ぞれ自分らしく生きようとする社会を目指したと

き、対立は当然生じます。それでも、同じ方

向を向くためには深いレベルで言葉を交わす

ことが必要です。多様な人たちと「これいいね」

「あれもあるかも」と共に考えるなかで、新し

い何かが創造されていくでしょう。

　また、一人ひとりの高校生にとっても、これ

からの人生は、より多様なものになるはずで

す。自分で意思決定するべき機会も増えるで

しょう。言葉によって思考を磨くことは、納得

いく決断をするためのベース。そうした言葉

の使い方によって、未来は開かれていくと思

います。

ϕετηϥʔɺhϦϑϨΫγϣϯʢɦ��ϖʔδʣʹ ଓ͖ɺ۽
ฏ Μ͞ͷϥΠϑϫʔΫΛ·ͱΊ࣮ͨફͷॻɻμΠΞϩʔ
άʢରʣͱɺࣗ Λল͠ݾ ɺධՁஅΛอཹʹ͠ ͯɺ
ଞऀͱ͢ײڞΔௌ͖ํ͠ ํͷ ͱ͜ɻͦ ͷ ΛྗҭΉ
ͨΊͷ࣮ྫ͕ຬࡌɻ

ダイアローグ
価値を生み出す組織に変わる対話の技術
熊平美香(著)／ディスカヴァー・トゥエンティワン
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生徒たちが自分の内面と向き合うことで、「私だけの言葉」を見つけ出し、
言語化する授業を教科や探究で実践している学校の取組を紹介します。
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ຊޠՊɾํਅઌੜ

国語ではない「日本語」科で
自分の言葉を見つけていく

Case Study

��8�ཱʗશ੍՝ఔී௨Պɻʮਓؒͷཱࣗͱࣗ ༝ͷڭҭΛ͢ٻΔਂ͍ ɾੑߴ ͍දݱɾେͷମݧʯΛڭҭཧ೦ʹɺ
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日本語科で
「私の言葉」を

探す

教員が生徒と徹底的に向き合い
「自分の言葉で自分を語る」力を追求

自由の森学園 中学校・高校 （埼玉・私立）

30

2023 OCT. Vol.448



ɹຊޠՊͷतۀͰɺ୯ݩ ͱ͝ʹࣗͷߟ

Λ͑จষԽ͠ Δ͜࡞Λ࡞ͨ ͱΛΰʔϧͱ͠ ͍ͯ

Δɻͦ ݩΔ·Ͱɺ·ͣ୯ࢸʹ͜ ͱ͝ʹ Λਂࡐڭ

ಡ͘ΈࠐΈɺ༰ʹ͍ͭͯٞ͠ Γͨؒͱର

͢Δ͜ ͱ͔ Β࢝·Δɻͦ ͜ Β͔ੜ·Εͨࣗͷ

ߟ Λ͑จষʹ͠ ͯఏग़ɻ࠷ॳԼॻ Ͱ͖ɺઌੜ

Β͔ҙݟΛΒ͍ ɺϒϥογϡΞοϓ͠ ͍ͯ͘ ɻ

 ʮh ࣗͷݴ༿ͰࣗΛޠΔ ͱɦɺࠐ͍ࢥΈ

Ͱॻ͘ ͷͰͳ͘ ɺଞऀʹΘΓɺ৺ʹ͘ڹ ༿ݴ

ʹͳͬ ͍ͯΔ͔ ͕ॏཁͰ͢ʯʢޱࢁઌੜʣ

 ʮ͜ͷදݱͰຊʹࣗͷ͍͍ͨݴ ͱ͕͜ ޠ

Ε͍ͯΔͷ͔ʯʮ͜ͷओड़ͣΕ͍ͯͳ͍͔ʯʮ͜

ͷࢹ໘ന͍ʯͳͲɺݕ౼͖͢ͱྑ͍

ͷํʹ͍ͭͯઌੜͱݸʑͷੜెͷ̍ ର ͷ̍

ΓͱΓͰߦΘΕ͍ͯΔɻख͔͔ؒΔ͕ ɺઌੜ

ͱҰॹʹੜె͕ͬ͡ Γࣗ͘ ͱ͖߹͏͜ ͱͰɺ

Λ͏ݟॳࣗͷҙ࠷ ·͘ ֎ʹग़ͤͳ͔ͬ Γͨɺ

จষԽͰ͖ ͳ͔ͬͨ Γ͠ ͨੜె͕ͨͪɺࣗ ৴Λ

ͬͯ ࣗΛදݱͰ͖ ΔΑ͏ ʹͳͬ ͍ͯ͘ ɻ

ɹ࠷ऴతʹ͠ ͨจষΫϥε͝ ͱʹ ू࡞

ͱ͠ Խ͠ࢠͯ ɺશһͰڞ༗ɻ́ ͔ͷੜెͷߟ

͑·ͱΊํ Β͔ܹΛड͚ɺʮ࣍ࣗ͜ ͷΑ

͏ʹ ॻ͚ΔΑ͏ ʹͳΓͨ ͍ʯͱ͍ ಈྗʹͳΔɻݪ͏

ɹ୯ݩ ͱ͝ʹ Γฦ͢܁ΔαΠΫϧΛ࡞ूΛ࡞

ͱ͜Ͱɺࣗ ʹ͍ͭͯ͑ߟද͢ݱΔਫ਼͕ߴ·

Γɺࣗ ͷݾ Γ͋ํΛੜె͍͚ͨͪͯͭ͘ݟ ɻ͜

͏͠ ҭͷ݁Ռɺଞऀʹ৺ͷڭͨ Γ͔͋ ΛҕͶͣ

ཱࣗ͠ ๛͔ͳੜె͕͕ͨͪྗݱΛͪɺදݸͨ

ҭͬͯ ͍Δɻ

 ʮͨͩɺଔ͠ۀ ͨޙɺຊߍͱੈͷதͷΪϟ

οϓʹੜ͖ Βͮ͞ Λͯ͡ײ ͍Δଔۀੜ͍·͢ɻ

ͯͬ͘߹͖ʹͷੈͷதɺపఈతࡍ࣮ ΕΔ

େਓ͕গͳ͔ͬͨΓɺଞऀͷྲྀΕʹ߹ΘͤΕ

ྑ͍ͱ͍͏ ͷํ͕ଟ͍֮ײ Β͔Ͱ͢ʯʢຊ

Պɾํਅઌੜʣޠ

ɹ͠ ͔͠ ɺલड़ͷΑ͏ ʹಡΉྗड৴ྗΛຏ͍

͖ͯ ͨଔۀੜͨͪɺੈ ͷதΛಡΈࠐΈɺۃݟ

ΊΔྗʹ͍͍ͭͯΔɻ

ͼͬ͠ʹࢴ༺ߘݪ Γͱ௲ΒΕͨੜెͨͪ ͷจষɻ୯ݩͷςʔϚʹର͢Δࣗ ͷ͑ߟɺ
ͦ͜ Β͔ݟग़͠ ͨࣗͷͳΔ͍ࢥɺޙࠓͲ͏ ੜ͖ͯ ͍͖ ͍͔ͨͳͲ͕ ද͞ݱ Ε͍ͯΔɻ

୯ݩ ͱ͝ʹ ࣗͷߟ Λ͑จষʹ͠ ΛɺΫϥε͝࡞ͨ ͱʹ ࢠ ·ʹͱΊͨ࡞ूɻද
ੜెͨͪࢴ ͕ΠϥετΛඳ͍ͯ࡞͢Δ߹͋ Δɻ

生徒一人ひとりと教員が
１対１で徹底的に向き合う

世の中に迎合せず
たくましく個性を発揮する

自由の森学園中学校・高校の
自分について言語化するためのツール

【単元ごとの作品集】

※ダウンロードサイト：リクルート進学総研 ʼ̓  刊行物 ʼ̓  キャリアガイダンス（Vol.448）
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Α͏ Ͱ͢ɻ༩ Β͑Εͨڥͷͳ͔Ͱɺੈ ͷதͷ

ྲྀΕʹͷΔͷͰͳ͘ ɺͦ ͜ͰࣗʹԿ͕Ͱ͖ Δ

͔Λߦͯ͑ߟಈ͠ ͍ͯ͘ ɻࣗ વʹͨ͘ ·͠ ͘

͍ͯ͘͠ ଔۀੜ͕ଟ͍Ͱ͢Ͷʯʢํઌੜʣ

ɹઌੜ͕ͨͪۙ՝ͱͯ͡ײ ͍Δͷɺจষ

Λఴ͞ΕΔͱࣗΛ൱ఆ͞Ε͍ͯΔͱ͡ײΔ

ੜెɺڭһड͚͢ΔΑ͏ ͳ Λ͑ग़ͦ͏ ͱ͢ Δ

ੜె͕૿Ճʹ͋Δ͜ ͱͩ ɻ͜ ͏͠ ͨੜెͨ

ͪʹɺՄੑΛด͡͞ ͤͣɺࣗ ͱ͖߹͏͜ ͱ

ͷҙຯΛ͑Δํ๏Λ͢ࡧΔͨΊʹɺतۀ

ੜెͷ͖߹͍ํมΘͬͯ ͖ͨ ͱ͍ ͏ɻ

 ʮڭҭඪಉ͡ Ͱɺੲݸʑͷڭһ͕ετΠ

οΫʹಠࣗͷतۀελΠϧΛ؏͍͍ͯΔ͜ ͱ͕ ଟ

͔ͬͨ Ͱ͢ɻࠓएखϕςϥϯڭʹڞՊԣ

அͰɺڭһνʔϜͱ͠ ͯऔΓΜͰ ·͍͢ ɻνʔϜ

ͳΒ͓͍ޓͷϊϋΛੜ͔͢ ͱ͕͜ Ͱ͖ ɺएख

Βֶ͔Ϳ ͱ͜ଟ͍Ͱ͢ɻ͋ ΒΏΔਓ Βֶ͔΅͏ ͱ

͢Δ࢟ɺ͍ Ζ͍Ζͳํ๏Λ͏ͦࢼ ͱ͢ Δएख

ͷϑϨΩγϒϧ͞ ʹѹ Ε͞·͢ ɻͦ ͷॊೈͳ

ରԠྗ͕ɺް ͍ੜెͷ֪ΛɺແཧཧͰͳ͘

ഁͬͯ ͍͚͍ͯΔΑ͏ ײ͡ʹ ·͢ ʯʢޱࢁઌੜʣ

ɹಉߍͷংྻʹܴ߹͠ ͳ͍ڭҭʹ͍ͭͯ

ʮࣗ༝ͷֶԂͩ Β͔Ͱ͖ Δʯͱଞߍ Β͔ݴΘΕ

Δ͜ ͱଟ͍ɻ

 ʮຊߍͷऔ͕ͯ͢ͱ͍ͯͬࢥ·ͤΜɻ

ଞߍͷઌੜͨ ͱͪͬ ͱަྲྀ͠ ͯɺੜె͕ࣗ

ͷ Γ͋ํΛͭݟ Β͚ΕΔڭҭʹ͍ͭͯҰॹʹ

ֶͼ߹͑ͨ Β͍ ͍Ͱ͢Ͷʯʢํઌੜʣ

生徒の変化とともに
教員にも変化が必要

日本語科の学習サイクル

ॻ͍ͨจষʹ͍ͭͯɺޠΓΕ͍ͯͳ͍ ͱ͜ɺಠಛͳ
Ͱॻ͚͍ͯΔ͜ࢹ ͱͳͲɺҰਓͻͱΓݸผʹઌੜ͔
ΒҙݟΛΒ͏ ɻ

先生に意見をもらう
͠ ͨจষΛ࡞ूͱ͠ ͯΫϥεͰ·ͱΊͨஈ֊
Ͱɺؒͷ࡞ʹ͍ͭͯੇධΛॻ͖߹͏ ɻਓͷ࡞

Β͔ͷ͕ܹͷݪಈྗͱͳΔɻ

友達の作品を読む

୯ݩͷࡐڭຊจΛಡΈࠐΈɺΫϥεͰٞ
͠ Γͨɺؒͱର͠ Γͨ͢ Δ͜ ͱͰɺ
༰ͷཧղΛਂΊΔɻ

クラスで議論࡞ू͕͢Δ
ͱ࣍ͷ୯ݩɻ͜ ͷ
αΠΫϧΛશ୯ݩͰ
Γฦ͠܁ ͍ͯ͘ ɻ

次の単元へ

ೲಘͷ͍͘ จষʹͳΔ·Ͱࣗͱ͖߹͍ɺ
ઌੜͱͷΓͱΓΛ܁Γฦ͠ ɺจষΛɻΫϥ
εͰ࡞ूΛ࡞Δɻ

ブラッシュアップして完成

ͷ༰Λཧղͨ͠͏ࡐڭ ͑Ͱɺͦ ͜ Β͔ࣗ
͕ͨ͡ײ ͱ͜ɺͨ͑ߟ ͱ͜ʹ͍ͭͯจষ
Ͱද͠ݱ ͍ͯ͘ ɻ

自分の考えを文章化

୯ݩઆ໌จݹจ
ͳͲ௨ৗͷޠࠃՊʹ
ؚ·ΕΔ༰Λཏ͠
ͭͭɺจֶ࡞ͷत
ࢹΛॏ͠ۀ ͍ͯΔɻ

単元について
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ɹߍߴ̎ ̌̍ ̐ Β̨͔ ̜̝ ɺ̎̌̍ ̕

 Β͔ʮҬͱͷڠಇʹΑΔߴֶڭߍ

ҭվֵਪਐۀࣄʢάϩʔΧϧܕʣʯͷࢦఆΛड

͚ɺૣ ͔͘ Β՝ڀݚʹऔΓΜͰ͖ ͨɻ̎̌̎ ̎

ʹڀݚ։ൃֶߍͷࢦఆΛड͚ɺಠࣗͷ

୳ֶڀशΛ͞ Βʹਪਐ͘͢ɺֶ ઃఆՊߍ

ʮ୳ૅجڀʯΛઃஔɻࠓͷ̍ ੜ Β͔࣮ࢪ

ͬ·͕࢝ ͨɻ

 ʮ୳ૅجڀΛઃஔ͠ ͨͷɺै དྷͯͬߦ ͖ͨ ՝

ڀݚཧ୳ڀͷͨΊͱ͍ Α͏ΓɺશڭՊΛ

௨͡ ʠֶͨͼํʡʠֶͼͷ࡞๏ʡΛʹ͚ͭɺੜ

ెͨͪ ʠֶ͕Ϳҙٛʡʹ ͮ͘ؾ ͨΊͰ͢ɻৗࣝΛ

͍ٙɺ৽͍͠ՁΛݟग़͢ྗ͕ͯ͢ͷֶͼ

ʹඞཁͳ͜ ͱΛɺੜెͨͪ ʹཧղ͠ ͯ΄͠ ͱ͍ߟ

͑ͯ ͍·͢ ʯʢڭҭاը෦ɾਿຊՎࢠઌੜʣ

ɹ୳ڀͷतۀઃܞʹܭΘͬͨ ਿຊઌੜɺ

ใաଟͷ࣌ʹɺ·ΘΓʹ ྲྀ Ε͍͢͞ੜెͨ

研究開発学校の取組として
「探究基礎」を設置

探究基礎の1学期の内訳（10週・30時間）図1

分類 時間 担当教員

探究手法+情報または
英語／ＡＬＴ

情報

英語／ＡＬＴ

探究手法+情報または
英語／ＡＬＴ

情報

英語／ＡＬＴ

探究手法+情報または
英語／ＡＬＴ

探究手法+情報 導入、1年間の見通し、気づきノートの書き方

『ミニ探究』（チョコレートプロジェクト）前半

『ミニ探究』の内容に関連づけて、情報収集および整理（メディア、個人情報、知的財産）

『ミニ探究』の内容に関連づけて、英語で問いを立てる練習

『ミニ探究』後半

『ミニ探究』の内容に関連づけて、デジタル情報の扱い方

『ミニ探究』の内容に関連づけて、英語で書かれた文献に当たる、ディスカッション

『ミニ探究』まとめ

学ぶ内容

探究週

探究週

通常週

通常週

探究週

通常週

通常週

探究週

1時間

2時間

4時間

2時間

3時間

10時間

5時間

3時間

�8��ཱʗશ੍՝ఔී௨Պɻࡢʹڀݚ։ൃֶߍͷࢦఆΛड͚ɺಠࣗͷํ๏Ͱ୳ڀʹऔΓΜͰ͍Δɻ
ཱ�2�पΛܴ͑ɺֶ ఆࢦʹࡒจԽܗຊ͕ؗొ༗ߍ Ε͞Δྺ࢙ Δֶ͋ߍɻ 学校データ

探究で
「私の言葉」を

探す

学校設定科目「探究基礎」で、
言語化を通して自分を見つける

畝
う ね び

傍高校 （奈良・県立）

ࣸਅࠨ Β͔ɺڭ෦ɾத⁋
ઌੜɺڭҭاը෦ɾ
ਿຊՎࢠઌੜ
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ͪͷ࢟ʹ՝Λͯ͡ײ ͍ͨɻ

 ʮੜెͨͪͨ͘ Μ͞ͷ ͱ͜Λେਓ Β͔ΘΕ

ͯɺେਓͷظʹԠ Δ͑͜ ͱ͕ ษڧ ͱͩͯͬࢥ

·͖͠ ͨɻͦ Ͱ͏ͳ͘ ɺੈ ͷதͷͷ ͱ͝ͷɺࣗ

͕ؔ৺ͷ͋Δ ͱ͜ʹ Β͍ࣗΛཱͯͯΈΔɻ

ͦΕ͕ɺֶ ͼͷຊ࣭ͩͱͬͯ΄͠ ͍ͷͰ͢ʯ

ʢਿຊઌੜʣ

 ʮਐ࿏ࢦಋͰɺΓͨ ͍ ͱ͜ΛਘͶΔͱh 

͜͏ Δ͍ͯͬݴ ͱɦ͑Δੜెগͳ͘ Γ͋·ͤ

ΜͰ͠ ͨɻक़ʹ͘ߦ ͷͷࣔࢦ༑ୡ͕ΈΜ

ͳ͘ߦ Β͔ɻࣗ ͷҙر͕ࢤബͳ ͱ͕͜ ͳʹؾ

ͬͯ ͍·͠ ͨʯʢڭ෦ɾத⁋ઌੜʣ

ɹपғʹྲྀ Εͣ͞ɺ୭͔ͷඳ͍ͨͷதͰ

ͳ͘ ɺࣗ ΒͷಈػͰઓͰ͖ΔΑ͏ ͳੜెͷҭ

Λ͠ࢦ ɺ୳ڀͷྲྀΕΛઃ͠ܭ ͍ͯͬͨ ɻ̎ 

ੜͷ՝ڀݚάϧʔϓͰͳ͘ ͱڀਓ୳ݸ

͍ͯ͠ΔɻҰਓͻͱΓͷੜె͕ࣗͷಈػͱؔ

৺ʹ͍ͨͮجɺਅʹؔ৺ͷ Δ͋ςʔϚͰࣗ୳

Λ͠͠ ͯ΄͠ ͍ Β͔ͩ ɻ

ɹ୳ૅجڀ̍ ੜͷֶߍઃఆՊͱ͠ ͯɺ

ʮใᶗʯͱͦ Ε·ͰͷֶߍઃఆՊʮάϩʔό

ϧӳޠʯͷؒ࣌ɺ߹̏ܭ୯ҐΛׂΓͯߏ͞

ΕΔɻ̍ ΫϥεʹใՊ Β͔̍ ໊ɺӳޠՊͱ̖ ̡̩

͕֤̎ ໊ɺ୳ڀख๏Λ୲͢Δڭһ̍ ໊ͷ̒ܭ

໊ͷڭһ͕ͭ͘ ɻ୳ڀख๏୲શڭՊͷઌ

ੜؚ͕·Ε͓ͯΓɺֶ ΛΘͣ୳ૅجڀͷ

୲ऀͱ͠ ͯؔΘͬͯ ͍Δɻׂؒ࣌୳ڀिͱ

௨ৗिʹ͚ɺ૬͕ޓ༗ػతʹ݁ͼͭ Α͘͏

ઌੜํʹ͠ ͯΒͬ ͍ͯΔʢਤ̍ ʣɻ

 ʮӳޠΛ୳ૅجڀʹΈೖΕͨͷɺจԽഎ

ͷҟͳΔ̖ܠ ̡̩ ૬खʹh ࣗͷ͍͑ͨʱ͜ ͱ

͕h ΘΒͳ͍ ͱɦ͍ ͤ͞ݧܦΛڥ͏ ͍ͨ Β͔

Ͱ͢ɻฉ͖खͷ֓೦ʹͳ͍ ͱ͜Λɺฉ͖खͷh ͳ

ͥ ͱɦ͍ ͬͨ ͍ʹ ͳ͕͑Βઆ໌͢ΔྗɺͲ

ͷ໘ʹ͓͍ ͯੜ͔ͤΔྗ ͱͩͯ͑ߟ ͍·͢ ʯ

ʢத⁋ઌੜʣ

 ʮಛʹ̖ ̡̩ ͷઌੜΫϦΤΠςΟϒͳํ͕ଟ ɺ͘

ࣗ͝ͷݧܦ Β͔ྑ࣭ͳ͍ΛཱͯΔͳͲɺ

ͱͱ୳ڀతͳतۀΛ͞ Ε͍ͯͨͷͰ୳جڀ

ૅ ʹؔΘͬͯ ͍͖ͨͩ ·͠ ͨʯʢਿຊઌੜʣ

୳ૅجڀͷतۀͰຖճهೖ͢Δϊʔτɻͦ ͷͷ࣮ફͱ͖ͩͮؾ ͚Ͱͳ͘ ɺͦ Ε
ΒΛաڈͷݧܦͳͲͱ݁ͼ͚ͭ Γͨɺࣗ ͷ͕͑ߟ มΘͬͨ Γ͠ ͨ͜ ͱ͕ ͼͬ͠ Γ
ͱॻ͔Ε͍ͯΔɻ

͠༺ͷ�ੜ͕ࡢ ͍ͯ ʮͨ* 
BNγʔτʯɻࣗ ΛͭݟΊ͠ ࣗ
ʹ͍ͭͯਂ͘ ΔͨΊʹɺࣗ ʹͲ
Μͳಛ ʢੑ ɾ͖͍ݏಘखɾෆಘ
खͳͲʣ͕ Δ͋ͷ Λ͔ߟ ·͑ͱΊΔɻ

͠༺ͷ�ੜ͕ࡢ ͍ͯ ʮͨ* 
BNγʔτʯɻࣗ ΛͭݟΊ͠ ࣗ
ʹ͍ͭͯਂ͘ ΔͨΊʹɺࣗ ʹͲ
Μͳಛ ʢੑ ɾ͖͍ݏಘखɾෆಘ
खͳͲʣ͕ Δ͋ͷ Λ͔ߟ ·͑ͱΊΔɻ

自由に柔軟な発想ができる
環境や仕掛けを授業に盛り込む

畝傍高校の自分について
言語化するためのツール

【気づきノート】

【I am シート】

※ダウンロードサイト：リクルート進学総研 ʼ̓  刊行物 ʼ̓  キャリアガイダンス（Vol.448）
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ɹ୳ڀख๏Ͱ͚ࣝͩͰͳ͘ ɺ໘ന͍͍Λ

ൃͰ͖ΔΑ͏ ʹɺ಄ΛॊΒ͔͘ ͢Δतۀͷ

ֻ Λؚ͚·͍ͤͯΔɻ

ɹྫ͑̍ ॳʮ͕ࣗೖΕ࠷ͷظֶ ͱͩࢥ

͏ʯΛ৽ฉࢴͰ࡞Δतۀ Β͔࢝·ͬ ͨɻੜెͨ

͍ͪࢥ͍ࢥͷೖΕΛ࡞ΓɺೖΕΔͦͷ

͠ʹܗ ͨཧ༝ͳͲΛࣗ ͷݴ༿Ͱઆ໌ɻࣗ ͱ

ؒͷൃ؍ͷҧ͍ʹͮؾ Λ͖ಘ͍ͯͨɻ

ɹ·ͨ ɺϛχ୳ڀͰνϣίϨʔτΛςʔϚʹɺ

͍Λஈ֊తʹਂΊ͍ͯ͘ ɻ࠷ॳʮνϣίϨʔτ

ΛٙͯͬจΛ࡞Ζ͏ ʯͱͩ ͚͑Δͱɺ͢ ͙

ʹ͕͑ग़Δ͍Λग़͠ ͯ͘ Δɻ͠ ͔͠ ɺ࣍ͷ࣌

ؒ Β͔ʮ໘ന͍͍Λ࡞Ζ͏ ʯͱෛՙΛ͔ ͚Δͱɺ

ੜెͨͪɺ໘ന͍͍ΛཱͯΔͨ Ίʹࣗʹ

Γͳ͍ͷΛ࢝͑ߟΊΔɻରʹؔ͢Δؔ৺

ใ͕ͳ͍ͱࣗͷதʹ͍͕ੜ·Εͯ͜

ͳ͍ ͱ͜ʹ ͍͍ͯͮ͘ؾ ɻ

ɹतֻ͚ʹۀΛؚ·ͤΔҰํͰɺڭһͷإ

৭Λ͏ ͔͕Θͣʹੜె͕ຊԻΛग़ͤΔΑ͏ ʹɺ

ஃʹཱͨͣɺ͔ڭһڭ ͚࠷ݶʹ͠ ͍ͯ

Δͱ͍ ͏ɻ

ɹࣗͷ͑ߟֶΜͩ ͱ͜ͷޠݴԽͷͨΊʹɺ

୳ૅجڀͰʮͮؾ ϊ͖ʔτʯΛಋೖɻͦ ͷͷ

࣮ફɺֶ ͼ͖ͮؾɺ࣍ʹઓ͍ͨ͠ ͱ͜ͳͲ

Λࣗ ༝ʹهड़͢Δɻɹ

ɹ୳͕࢝ૅجڀ·Δલͷࡢͷ̍ ੜɺ

̡̝ Ͱ̧ʮ* BN γʔτʯͱ͍ π͏ʔϧΛ༻ɻʮࣗ

ͱԿ ʁ͔ʯͱ͖߹͏ͨ Ίʹɺࣗ ͷॴɾ

ॴɺ ɾ͖͍ݏΛޠݴԽ͠ ͯࣗͷಛੑʹؾ

ϖΞϫʔΫͷतۀͰɺʮ͋ΔͷʯΛ૬खʹݴ༿ͩ
͚Ͱઆ໌͠ ͯਪଌ͠ ͯΒ͏ ϫʔΫͳͲΛ͠ ͍ͯΔɻઆ
໌͢Δʹࡍ༻̣̜ ͷ୯͕ޠઃఆ Ε͍ͯ͞ΔͨΊɺ
ੜెͨͪඳࣸʹߟࢥΛڽΒ͠ ͳ Β͕ฃಆ͠ ͍ͯͨɻ

ʮ͕ࣗೖΕ ͱͩ͏ࢥʯΛ࡞ΔतۀͰɺં ΓࢴͷΑ͏ ʹ͠ ͯ
ശܗʹ͢ΔੜెɺฏΒͳ··෧Λ࡞ΔੜెɺԿͤͣ̍ ຕͷࢴ
ͷ··෩࿊ෑͷΑ͏ ͏ʹ ͱ͑ͨ ੜెͳͲɺઌੜͨͪ ͷ૾Λ
͑ͨ ൃ͕Ͱ͖ͯ ͨɻ

୳ૅجڀͷӳޠͰɺ͍ͷछྨʹֶ͍ͭͯΜ
ͩतۀɻ͕͑:FT͔/oͳͲɺҰͭ͠ ͔͕͑ͳ͍

ʠCloTFE 2VFTUJoOTʡͱɺෳͷ͕͑ଘ͢ࡏΔ
ʠOQFO 2VFTUJoOTʡʹ ͍ͭͯӳޠͰֶΜͩɻ

探究基礎での活動例

主語を付け、単語をつなぎ
自身の内発的な動機を知る
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͖ͮɺؒͱ͑߹͏͜ ͱͰɺ͞ Βʹࣗʹ͍ͭ

ͯਂ͘ ͍ͬͯ͘ ɻࠓಉ༷ͷऔΛ͢Δ

༧ఆͩɻ

ɹͦͷ΄͔ʹ͞ ·͟ ·ͳϫʔΫγʔτͰߟ Λ͑

จষԽ͢ΔػձΛઃ͚͍ͯΔ͕ɺੜె͕ࣗ

ͷਅͷڵຯؔ৺ͱ͖߹͏ͨ Ίʹಉ͕ߍҙࣝ

͍ͯ͠Δͷ ʮ͕ओޠʯͩ ɻੜె͕ͨͪɺςʔϚઃ

ఆͷཧ༝Λड़ Γͨॻ͍ Γͨ͢ Δͱ͖ ʹɺ௨ৗ

ʮओޠʯॻ͔ͳ͍ɻྫ ͑ɺ͋ Δରʹ͍ͭͯ

ʮ՝ҙࣝΛͬ ͍ͯΔʯͱ͑ݴɺຊਓҎ֎ʹ

ΘΔ Β͔ͩ ɻڭһɺੜె͕ͨͪڀݚΛਐ

ΊΔͳ͔ͰɺຊͷҙຯͰʮࣗ ͱ͝ʯʹ Ҿ͖د

ͤΔͨΊʹɺʮ՝ҙࣝΛͬ ͍ͯΔͷ୭ʁʯ

ͳͲɺʮࢲʯͱ͍ ͏ओޠΛݴΘͳ͘ ͯͳΒͳ͍Α

ͳ͏ɺখ ͳֻ͞ Λ͚͢ΔͳͲ͠ ͍ͯΔɻ

ɹҰํͰɺࣗ Βͷൃతͳڵຯ Β͔՝ڀݚ

͕Ͱ͖͍ͯΔੜెͨͪɺςʔϚઃఆͷࡍʹɺ

ͦͷཧ༝Λ͠ ͔ͬΓޠݴԽ͢Δ ͱ͕͜ Ͱ͖ͭͭ

͋ͬͨɻ͞ Βʹࣗ ͱ͝ʹͰ Δ͖Α͏ ɺಈػܦ

ͳͲΛೖΕΔΑ͏ݧ ʹଅ͠ ͍ͯΔɻͦ ͏͢ Δ ͱ͜

Ͱࣗͷ͕ޠಈ͖ग़ ͱ͍ͯ͑͢ߟΔͷͩɻ

ɹಉߍͷ୳ૅجڀ࢝·ͬ ͔ͨΓͩ ɻਿຊ

ઌੜतۀΛ௨͠ ͯ͋͑ ʮͯ՝ղܾʯͱ͍͏

ͯͬ༿Λݴ ͍ͳ͍ɻੜె͕ͨͪେਓʹฉ͑͜

ͷ͍͍ ͱ͜Ͱͳ͘ ɺࣗ ͕৺ Β͔໘ന͍ͱ͑ࢥ

Δʮ՝ൃݟʯ ͕Ͱ͖ Ε͍͍ͱ͍ͯ͑ߟΔɻ

୳ૅجڀͰੜెͨͪतۀΛָ͠Έͳ͕Β

ࣗͷߟ Λ͑ͯΔΑ͏ ʹͳΓͭͭ͋Δ͕ɺ͋ Β

ΏΔ໘ͰҙࣝͰ Δ͖Α͏ ʹͳͬͯ΄͠ ͍ͱئ

ͬͯ ͍Δɻ

 ʮࣗͷ͑ߟʹ͍ͭͯ୯ޠΛͭͳ͙ ͱ͜Ͱจ

ষԽ͢ΔྗΛɺਐ࿏બʹͭͳ͛ΒΕΔͷ͕

ཧͰ͢ʯʢத⁋ઌੜʣ

生徒たちが面白いと感じる
発見ができるように
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「私の言葉」を
育むための
ヒント集

औࡐɾจʗ౻࡚խࢠɹࡱӨʗ࿏ʢ44ϖʔδʣ

ੜె͕ࣗͷ໘ʹ Δ͋ݴ༿ͱޠݴ͍߹͖Խ͢ΔྗΛҭΉͨΊʹɺ
ൺֱతखܰʹऔΓΊΔϫʔΫͱॻ੶ΛूΊ·͠ ͨɻ

ʑͷतۀࢦಋͷʹ͝׆༻͘ ͩ͞ ͍ɻ
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　紙の辞書を、“言葉を調べる”ではなく“言葉に出会う”ツールとして活用する

「ワードハント」。電子辞書やインターネットとは違い、開いたページで思いもよ

らない言葉との出会いがあるという、紙の辞書ならではの偶発性に着目し、上

田先生が前勤務校にて考案した活動だ。

　ねらいは、語彙を豊かにすることで自分自身や世の中に対する認識や言葉

の解像度を上げ、自己表現の幅を広げること。取組の難易度が低く、自身の

学びの足跡が付箋で可視化されるので、幅広い生徒が取り組みやすい。上

田先生は国語の授業の一部に取り入れていたが、ショートホームルームや自習

時間などにゲーム感覚で実施するのも手だという。

ϫʔυϋϯτʹຖिऔΓΉ
ͱɺֶ̍ؒظͰ͜Μͳʹͨ͘ ͞
Μͷᝦ͕ͭ Β͚ΕΔɻ

ワードハント
【実施】  前・川越初雁高校（埼玉・県立）教諭 （現・埼玉県教育局県立学校部高校教育指導課指導主事）  上

う え だ

田祥
さ ち こ

子先生

辞書を活用して言葉と“出会い”
言葉の解像度を上げる
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隙間時間や単発での実施が可能なワーク
と、生徒個人が取り組めるスマホアプリを
ご紹介します。WORK編



国語の授業（週１回／約２５分間）シーン

語彙を増やすことで、言葉の解像度を上げる目的

How to Work

STEP１ ࣙॻΛదʹ։͘ ɻͦ ͷϖʔδΛோΊͯɺҹʹͨͬ ༿ʹαΠυϥΠϯΛҾ͘ݴ ɻ

言葉と出会う

STEP2 ᝦʹͱग़ձͬͨ ೖ͠ه༿Λݴ ɺ֘ϖʔδʹషΔɻ̨̩̚ ̥̍ ͱ̎ Λ܁Γฦ͠ ߦ͏ ɻ

その言葉のページに付箋を貼る

STEP3 ͦΕͧΕ͕ग़ձͬͨ ૉఢ࠷༿ͷͳ͔Ͱݴ ͱͩͨͬࢥ ༿Λબͼɺྡݴ ͷੜెͱޱ಄Ͱ͑
߹ͬͨ Γɺ(ooHlFϑΥʔϜʹೖྗ͠ ΫͯϥεશମͰோΊ Γͨɺੜెͷঢ়گʹ߹Θͤͨํ๏Ͱ
γΣΞ͢Δɻ

素敵な言葉をシェアする

POINT
出会う言葉は、簡単な言葉や普段使っている言葉でもＯＫ（例：「知る」「団子」）。知って
いるつもりだった言葉の多様な意味に気づくことも大切。

ษ͢ڧΔ͜ ͱҙݟΛ͏ݴ ͱ͕͜ ۤखͰɺݴ༿ͱͷग़ձ͍͍͘ ΒͰͰ͖ ·͢ ɻͦ ͷग़ձ Λ͍ڭ
һ͕ೝΊͯ๙ΊΔ͜ ͱͰɺ͢ ͯͷੜెΛओʹ͢Δ͜ ͱ͕ ՄͰ͢ɻࣙ ॻ͕ۙʹͳΓɺʠௐΔʡ
πʔϧͱ͠ ͯͷ׆༻͕૿ Δ͑ޮՌɻ·ͨ ɺؾʹͳͬ ༿Λ͖ݴͨ ͔ͬ ͱ͚͠ ͯࣗͷڵຯɾؔ ৺ʹؾ
ͮ͘ ͱ͜Ͱ͖ ɺΩϟϦΞڭҭͱ͠ ࣮ͯફ͢Δͷྑ ͱ͍ࢥ ·͍͢ ɻʢ্ాࢠઌੜʣ

認めて褒めることで生徒全員を主役にできる

実践者の声

ワードハント
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　福岡女子商業高校は、キャリア教育プログラム等を提供するJapan Education 

Labと連携し、1年次にこれから将来を考えていくうえでの自己理解の重要性を認

識し、高校生活に対する展望につなげるための「自己理解ワーク」を実施した。

　個人ワークと、他者との共有を交互に展開。多様な他者の価値観に触れなが

ら自分自身について考え、その内容を自分で認識するだけでなく他者に言葉で説

明することによって、より具体的で深い自己理解へと導く。さらに、自己理解を踏

まえて、高校生活で挑戦したいこと（WILL）の具体化を図る。

自己理解ワーク
【実施】  福岡女子商業高校（福岡・私立）  ×  一般社団法人Japan Education Lab

他者の視点にも学びながら
自分自身と「WILL」を言語化

ੜె͕औΓΉϫʔΫγʔτ
ͱɺ4T&1̎ Ͱ༻͢ΔՁ
ϫʔυͷҰ෦ɻ؍

༗ΛڞਓϫʔΫͱଞऀͱͷݸ
Γฦ͠܁ʹޓަ ͳ Β͕ਐߦɻ

※ダウンロードサイト：リクルート進学総研 ʼ̓  刊行物 ʼ̓  キャリアガイダンス（Vol.448）
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1年次・キャリア教育（約２時間）シーン

自己表現を通して高校生活のWILLを見つける目的

How to Work

STEP１ աڈͷݧܦ ͳ͖͜ ͱɺଞऀ Β͔ݴΘΕΔ͜ ͱͳͲ͔ Βɺࣗ Β͠ Λ̍͞ จ̌ࣈͰදݱɻͦ ͷ
༰पΓͷਓͱڞ༗͢Δɻ

１０文字の自分ワーク

STEP2
̓̎ ͷՁ؍ϫʔυͷͳ͔ Β͔ɺ ͳ͖ݴ༿ࣗʹ߹͏ ͱ͏ࢥ ༿Λ̏ݴ ͭબɻͦ ͷՁ؍
͕ɺ͜ Ε·Ͱͷߍߴੜ׆ͰͲ͏ Խݱ۩ Εͨ͞ͷ Λ͔ΤϐιʔυͰৼΓฦΔɻγʔτهೖޙɺձ
Λา͖ճͬͯ ʮಉ͡Ձ؍ϫʔυΛબΜͩਓʯͱʮؾʹͳΔՁ؍ϫʔυΛબΜͩਓʯΛ୳
͠ɺҙަݟΛ͏ߦɻʢࢣߨΑΓɺࣗ ͷՁ؍ͱߍߴੜ׆ͷֻ͚߹Θ͕ͤਐ࿏બʹ
ཱͭ ͱ͜Λ Δ͑ʣ

「自分の価値観×高校生活」を知る

STEP3 ࣗͷ8*--ʢ͜Ε Β͔ઓ͠ ͍ͨ ͱ͜ʣɾC"/ʢࣗʹͰ͖ Δ͜ ͱʣɾ.64TʢΔ͖͜ ͱʣΛ
ॻ͖ग़͢ɻ͜ ͷ̏ ཁૉΛҙࣝ͠ ͳ͕Βߍߴੜ׆ΛͲͷΑ͏ ͳͷʹ͠ ͍͖ͯͨ ͍ Λ͔Πϝʔδ
͠ɺʮత8*--ʯͱ͠ ͯจষʹམͱ͠ Ήɻ4T&1ࠐ ͱ̍̎ ͷϫʔΫΛࢀর͠ ɺࣗ ͷຊདྷͷ
ଇͬͯʹ؍Ձ࢟ ͍Δ͔ Λ֬ೝ͢Δɻ

高校生活の創造的WILLの検討

POINT
「こんなことを書いていいのか」「これで合っているのか」と考え込み、ワークが進ま
ない生徒も多い。「まず書いてみよう」「まず声に出してみよう」などの声掛けが大切。

ֶஂͰݱঢ়ͷ՝ʹ͍ͭͯ͠ ͨ͏ Ͱ͑ɺࣗ ཧղΛ௨͠ݾ ͰΓͨߍߴͯ ͍ ͱ͜Λ͑ߟɺޠݴԽ
͢Δ͜ ͱʹ ॏΛஔ͘ ϓϩάϥϜΛσβΠϯ͠ ͍͖ͯͨͩ ·͠ ͨɻຊߍͰৗతʹɺʮରͷΛ
ங͘ ʯͨ Ί ʮʹ൱ఆͤͣஅఆ͠ ͳ͍ʯʮ ͑̍ ͱͭࢥΘͳ͍ʯʮ৺ͷม༰Λ͢ڐʯΛ৺ֻ͚ͯ ·͍͢ ɻ
ຊϫʔΫͰಉ༷ͷελϯεͰɺੜెͷ͑ߟࢥ Λ͍Ҿ͖ग़͠ ਂΊΔ͜ ͱΛେʹ͠ ·͠ ͨɻੜె͔
ΒʮࣗΛհ͢Δ͜ ͱݩʑۤखͩͬ ͚ͨ ΕͲɺࠓճͷ͓͔͛Ͱࣗͷ ͱ͜Λগ͠ Εͨʯͱ͍ ͬ
͋ײͨ ΓɺޙࠓޠݴԽΛ௨͡ ཧղΛଅ͠ݾࣗͯ ͍͖ͯ ͨ ͱ͍ࢥ ·͍͢ ɻ

ʢԬঁࢠߍߴۀɹίϛϡχέʔγϣϯɾηϯλʔ ࠇᖒ Ӭ
ㆯ㇋ㆉ

ઌੜʣ

対話ができる関係づくりの一環として実施

実践者の声

˞+BQBO &EVDBUJoO -BCͷαΠτ ʹ࣮ફϨϙʔτ͕ࡌܝ Ε͍ͯ͞Δ
ɹIUUQT���CJU.lZ�33lSY/#

自己理解ワーク
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　表現することに自信をもたせるため、年３回実施している図書館主催

コンテストのテーマの一つ。「やばい」「〇〇しか勝たん」などありきたり

の言葉を使わずに、自分の言葉で「推し」を称える文章を作成し、競

う。題材はアイドルやアニメ、食べ物など何でもOK。国語や英語の

教員と連携し、授業のなかで取り組むこともある。

推し語りコンテスト
【実施】  聖和女子学院中学校高校（長崎・私立）

好きなものへの熱い思いを自分の言葉で表現し、肯定し合う

図書館主催のコンテストシーン 自分を表現することに自信をもつ目的

How to Work

STEP１ ࣗͷʮਪ͠ ʯͷັྗཧ༝ʹ͍ͭͯ̐ ̌̌ Λืूɻ࡞ఔͷࣈ

作品募集

STEP2 ɻೖऀΛදজɻߟΛબ࡞һͱਤॻҕһձͷථʹΑΓ༏लڭ

選考・表彰

STEP3 ਤॻؗͷಛઃίʔφʔΛઃஔ͠ ɺ࠷༏ल࡞ͱɺͦ ͷʮਪ͠ ʯؔ ࿈ͷಈըॻ੶Λలࣔɻ

生徒間で認め合う

ࣗͷݴ༿Ͱ͢͜ ͱʹ ᪳͢Δੜెཱ͕ ·ͪ͢ ɻࣗ ৴͕ͳ͔ ͬͨ Γɺਖ਼ղ͠ ͯͬݴ͔ ͍͚ͳ͍
ͱͨͬࢥ Γ͠ ͍ͯΔΑ͏ ͳͷͰɺʮͯͬݴ ͍͍Μ ΑͩʯΛલ໘ʹग़͠ ίͯϯςετΛ࣮͠ࢪ ·͠ ͨɻੜె
ಉ࢜ͰදݱΛೝΊ߹͏ ͱ͜Ͱɺࣗ ৴ΛߴΊͨੜె ·͍͢ ɻਐ࿏কདྷʹؔ͢Δࣗ ݱදݾ ʹͭͳ
͕ͬͯ ͍͘ ͱظ͠ ͯ ·͍͢ ɻʢ࢘ॻ ૬ޫࢠઌੜʣ

進路の自己表現にもつながることに期待

実践者の声

ίϯςετࠂϙελʔɻ

42

2023 OCT. Vol.448

WORK編



　頭に思い浮かんだことをそのまま書く「ジャーナリング」は、心身の

健康や自己肯定感の向上に効果があるといわれている。AIジャーナ

リングアプリ「muute」はいつでもスマホやPCから記録ができ、感情

の変化やよく使った言葉などのレポートが週・月単位でフィードバック

されるので、振り返りの習慣化がしやすい。

ジャーナリング
【ツール】  アプリ「muute」

日々 の気づきや気持ちをスマホで振り返り自己理解を深める

生徒が各自で自由に使うシーン 自己理解力の促進、メンタルヘルスの向上目的

How to Work

STEP１ ಄ʹු͔Μͩ ͱ͜Λ͋ Γͷ··ʹॻ͍ͯɺࣗ ͱ͖߹͏ ɻ

自分の好きなときに記録

STEP2 "*͕ ि̍ ɾؒ̍ Χ݄ͷهΛੳ͠ ͯࣗಈϑΟʔυόοΫɻϨϙʔτΛͯݟৼΓฦΔɻ

定期的に振り返る

STEP3 աڈͷهϨϙʔτΛɺਐ࿏બ୳ڀςʔϚ୳͠ ͳͲͷߟࢀʹ͢Δɻ

進路選択などに活かす

 ̝ ࣗ ͷ ͱ͜Λॻ͖ग़͢͜ ͱҙ֎ͱָ͠ ͍ɺͱ͔ͮ͞ؾ Ε·͠ ͨɻ

 ̝ࣗ ͷͯ͑ߟ ͍Δ͜ ͱΛจ͢͜ىʹࣈ ͱ͜Ͱɺ಄ͷத͕εοΩϦ͠ ·͠ ͨɻ

͕ཧ͞ײߟࢥ ˔ Εɺࣗ  Β͔ಈతʹมԽ͠ Α͏ ͱࢥ ·͑͠ ͨɻ

ʢʮNVVUF GoS TDIoolʯΛར༻͠ ͨதߴੜΞϯέʔτΑΓʣ

生徒たちの声

�Χ݄ͷϨϙʔτͷҰ෦ɻ
සग़ͷײ͕֮ࢹԽ Ε͞Δɻ

˞ΞϓϦ༗ྉʢϓϨϛΞϜϓϥϯ݄͍�00ԁʗ͍�000ԁʣ
ؔػҭڭ˞ ʮ͚NVVUF GoS TDIoolʯ͋ ΓʢIUUQT���NVVUF.KQ�TDIoolʣ
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தߴੜ͚ͷඒज़ͷतۀͷΑ͏ ͳల։Ͱɺ
ʮ͚ࣗͩͷͷͷํݟʯͰੈքΛͭݟΊɺ 
ʮࣗͳΓͷ͑ʯΛੜΈग़͠ ɺͦ ΕʹΑͬ ʮͯ৽
ͨͳ͍ʯΛੜΈग़͢ͱ͍͏ ɺʮΞʔτߟࢥʯͷ
ϓϩηεΛΘ Γ͔͘͢ ղઆ͠ ͍ͯΔɻඒज़ڭ
Ͱͳ͘ࢣ ͯɺੜెͷྗߟࢥҭͷߟࢀʹɻ

「自分だけの答え」が見つかる
13歳からのアート思考
末永幸歩／ダイヤモンド社

̍ؒݶఆͷখ ͳ͞ॻళʹͯɺସΘΓͰ
లࣔ Ε͍ͯ͞ ʮͨࠓͷ॓ʯ̏̎̌ ݅Λऩ
ɻ୩ढ़ଠࢯΛ͡ Ίɺ࡞ՈɺσβΠ
φʔɺݐஙՈɺࣸ ਅՈɺૐཿͳͲɺ͞ ·͟ ·
ͳδϟϯϧͷਓ͕͍Λ͔͚͍͛ͯΔɻ
ରͷςʔϚઃఆɺ୳׆ڀಈͷ࿅शʹ
׆༻Ͱ͖ ͦ͏ ɻ

今日の宿題 
Rethink Books・編／NUMABOOKS

ࣗͷ࣋ؾ Λͪ Δ͑ͷ͕ۤखͳʮʯͱɺ
༿ͷ༯ਫ਼ͱͷΓͱΓΛ௨͡ݴ ͯɺʮͳΔݴ
༿ʢߟ Δ͑ɾ͡ײ ΔʣʯΛʮ֎ʹ͏͔ ༿ʢݴ

ɾ͢ॻ͘ ʣʯʹ ͭͳ͛Δํ๏Λ۩ମతʹհ
͍ͯ͠Δɻʮ͕͑ߟ ΘΒͳ͍ʯʮݴ༿͕ग़ͯ

ͳ͍͜ʯͱ͍ ੜ͏ెʹΦεεϝ͠ ͍ͨ̍ ɻ

気持ちを「言葉にできる」
魔法のノート

「言葉にできる」は武器になる。実践編
梅田悟司／日経BP 日本経済新聞出版

Կ Λ͔ද͠ݱ Α͏ ͱ͢ Δͱ͖ ʮࣗͷςʔ
ϚΛࣗ ͷݴ༿ͰޠΔ͜ ͱʯ͕ େ࠷
Ͱ Δ͋ͱ͠ ͯɺʮࣗͷςʔϚͷൃݟʯʮࣗ
ͷςʔϚͷදݱʯʮࣗͷςʔϚͰͷ
ରʯͷํ͑ߟํ๏ΛఏҊ͠ ͍ͯΔɻ
ஶऀ͕ߍߴͰ࣮ફ͠ ͨද׆ݱಈͰͷ

ʮઍ༿͘ ΜͷઓʯΤϐιʔυࡌܝɻ

自分の〈ことば〉をつくる
あなたにしか語れないことを
表現する技術
細川英雄／ディスカヴァー・トゥエンティワン
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先生方の指導の参考になりそうな本や、生
徒の皆さんが読みやすい本など、「言葉にす
る力」に関する４冊を厳選してご紹介します。BOOK編



いつも言葉には悩んでしまいます。キャリアガイダンスの編集をするうえで

はもちろんのことなのですが、日常でも、チャットやオンライン会議中心の

業務スタイルに移り変わってからは、「どう書けば理解してもらいやすいか」

「もっとわかりやすい伝え方ができたはず」と日々自問自答です。今回、

東川町での高校生との座談会（13ページ）に参加して、高校生たちに自

分のその悩ましさを正直に伝えてみると、「大人でもそうなんだ…！」と、驚

きと共感の感想をもらいました。考えてみると、「言葉って本当に難しいよ

ね」と俯瞰してみる機会は、世代を問わず普段なかなかないことかもしれ

ません。でも、正直にその葛藤を相手に伝えたり、ちょっとだけ普段と違

う表現を考えてみたり、表現の手前にあるもやもやの存在を意識するほど

に、自分らしさが現れ出し、「私にしか言えない言葉」を創っていくのかも

しれないと今回感じました。学校の中の、ふとしたシーンの関わり方でも、

何かしらこの特集がお役に立てたのなら幸いです。

赤土豪一（本誌　編集長）
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